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南アルプス！ロコf

いいね！
を押して
応援してね♥

ジンジャーアップルティー
●材料
　紅茶ティーパック……… 1袋
　お湯……………………… 150cc
　りんごジャム…………… 大さじ1
　すりおろし生姜………… お好みで

●作り方
　紅茶を作って、ジャム、生姜を加える。混ぜながら飲むとGOOD♡

ポニーを中心に７頭の馬がいます。乗馬はもちろん、ひき馬
や飼育体験など馬たちとふれあうことができます。ウサギ
の餌やりコーナーもあり♡

南アルプス市塩前 888 ／ TEL055-285-8181 ／
9：00～17：00（10～３月）、9：00～18：30（4～9 月）
水曜定休

　東京の島生まれ。海に囲まれたと

ころから一転、子どもの療養のため

に山の中へ引っ越してきました。

　古民家を改修しながら住んでい

るのですが、長く空き家だったため

にすっかり動物のすみかになって

いて… 動物の足跡を見つけては穴

を探してふさぐという生活をして

いました。アシダカグモもたくさん

いて、まるで一緒に住んでいるみた

いです！ゴキブリホイホイもヒョ

イっとまたいで逃げられる大きさ

で本当に驚きました。 最初は大工さ

んと一緒に改修していましたが、あ

まりにも回数が多いので、今は一人

でできることも増えました（笑）

　この大自然の中で暮らせること

はとても贅沢だと感じます。東京で

は公園に行ってもたくさん人がい

ますが、ここは山に入れば誰もいな

くて独り占めの感覚！なんて豊か

なんだろうと感動しきりです。原生

林や、懐かしいような植物に触れら

れるのも魅力ですね。

　
性格が変わった？ 芦安Magic
　芦安に来てのびのび暮らしてい

るせいか、自分の気持ちもおおらか

になりました。書道をたしなんでい

たのですが、ずっと作品発表には後

ろ向きでした。萎縮していたんだと

思います。今はいろんなことにチャ

レンジしてみたいなという気持ち

が強いです。人生初のバンドにも挑

戦しちゃったりして…！

　ここで会う方がみんなフレンド

リーで、気持ちの良い方ばかりだと

いうことにも、本当に助けられてい

ます。

和田 まみさん移住者
interview

南アルプス市乗馬センター

◆居住履歴
東京生まれ → 千葉 → 東京 → 長野 
→ 東京 → ＼南アルプス市／ 
改築エピソードは語り尽くせず！
芦安のためにできることを模索中。

料理監修 : Chizuru Aoki

ビストロ
ホサカ

芦安は、長閑だけど刺激的！

子どもも
芦安大好きっ子♡

市内の特産品を使った
リメイクスイーツを
紹介します！

のどか
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南アルプスのステキ情報気になるコト・大好きを
女子目線でいっぱいつめこみます。
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増築工事中の来庁者用駐車場
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内
の
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署
の
配
置
も
新
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く
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い

ま
す
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市庁舎  西別館  見取図

F3

before afterお問合せ／管財契約課  ☎282-6092

工事区画

仮設通路

本庁舎

西別館

東別館（環境課）

東側駐車場

※

西側駐車場

※

※思いやり駐車区画の利用には、専用の【思いやり駐車区画利用証】が必要です。
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！！ににめめたたのの生生再再のの設設施施光光観観
　観光に関連する公共施設は市内に 20 棟以上あります。これらは市外からの観光客だけでなく、市民の皆さん
の交流のために活用されていますが、その多くは合併前に建設され老朽化が進んでいます。市では、それらの
施設を今まで以上に使いやすくし、新築当時の姿に近づけ、今後も皆さんに愛される施設として利用していただ
くため、リフォーム工事をしています。今回は、工事中のものも含めてリフォーム工事を行なった施設の
いくつかを紹介します。

　県民の森として親しまれている櫛形山。その中腹の伊奈ヶ湖の湖畔に立つウッドビレッジ伊奈ヶ湖も、新たな
森林環境教育の拠点として再整備を行なっています。管理研修棟・コテージともに内装を一新。管理研修棟では
シャワールームを増設し、コテージはトイレをウォシュレット化します。

　山梨県、長野県、静岡県の３県境の近く、
野呂川の最上流標高 2,000ｍにある両俣小屋
は食堂の改修を行ないました。
　色を塗りなおし、明るい感じになりまし
た。また、階段が広くなり利用者の利便性
が向上しました。
　工事は昨年 11 月に完了しましたが、残念
ながら 6月の山開きまで冬期閉鎖中です。

　樹園のテニスコートが、ハー
ドコートから、全天候型の人工芝
コートになりました。
　また、テニスポストや審判台、
ベンチなどの備品も新しいもの
に交換しました。
　昨年の 12 月から利用可能と
なっています。

　天笑閣の男女浴槽をすべて新しく作り
直しました。高アルカリの源泉浴を楽し
める小浴槽を広げた他、温度の違うお湯
を楽しめるよう大浴槽に仕切りを取り付
けました。また、シャワーやカランも新
しいものに交換しました。工事は２月に
完了し、すでに多くの利用者に新しい浴
槽を楽しんでいただいています。

　櫛形山の森林環境教育の場と
して広く活用されてきたグリーン
ロッジも改修を行なっています。
屋根や外壁などのリフォームに
加えて、冬期の研修も行なえる
よう、全室に冷暖房を新しく設
置します。

　櫛形山・伊奈ヶ湖を訪れる皆さ
んの憩いの場であったレストハウ
ス伊奈ヶ湖。内外装をリフォーム
し、すべての厨房機器を新しくし
ています。春からは新メニューが
皆さんをお迎えします。

温泉施設

温泉施設

山小屋

浴槽は以前と同じ、
無垢のサワラ材で作りました。
浴槽は以前と同じ、
無垢のサワラ材で作りました。

クッション性の高い
砂入りの人工芝です。
クッション性の高い
砂入りの人工芝です。

広く昇りやすく
なりました。
広く昇りやすく
なりました。

管理研修棟
インフォメーションホール。

管理研修棟
インフォメーションホール。

照明を LED 化し、
研修室がより明るくなりました。

照明を LED 化し、
研修室がより明るくなりました。

照明を LED 化し、
研修室がより明るくなりました。

照明を LED 化し、
研修室がより明るくなりました。

より多くのお客様に対応できるよう、
設備を充実させています。

より多くのお客様に対応できるよう、
設備を充実させています。

より多くのお客様に対応できるよう、
設備を充実させています。

より多くのお客様に対応できるよう、
設備を充実させています。

コテージのキッチンも
すべて新しく交換しました。
コテージのキッチンも

すべて新しく交換しました。
管理研修棟に 2人部屋を
新しく作りました。

管理研修棟に 2人部屋を
新しく作りました。

この食堂で、
登山者のための食事が作られます。
この食堂で、
登山者のための食事が作られます。

櫛形山・伊奈ヶ湖の観光施設も照明のLED化や
トイレの洋式化、外壁の塗り直しなどを行なっています

お問合せ／観光商工課  ☎282-6294※なお、改修された施設は4月1日から予約を受け付け、
　 4月24日からリニューアルオープンする予定です。     45
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研修室がより明るくなりました。

より多くのお客様に対応できるよう、
設備を充実させています。

より多くのお客様に対応できるよう、
設備を充実させています。

より多くのお客様に対応できるよう、
設備を充実させています。

より多くのお客様に対応できるよう、
設備を充実させています。

コテージのキッチンも
すべて新しく交換しました。
コテージのキッチンも

すべて新しく交換しました。
管理研修棟に 2人部屋を
新しく作りました。

管理研修棟に 2人部屋を
新しく作りました。

この食堂で、
登山者のための食事が作られます。
この食堂で、
登山者のための食事が作られます。

櫛形山・伊奈ヶ湖の観光施設も照明のLED化や
トイレの洋式化、外壁の塗り直しなどを行なっています

お問合せ／観光商工課  ☎282-6294※なお、改修された施設は4月1日から予約を受け付け、
　 4月24日からリニューアルオープンする予定です。     45
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昨
年
11
月
か
ら
今
年
３
月
末
ま
で
の
期
間
に
限
定
し
、

グ
ル
ー
プ
で
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス

体
験
乗
車
を
募
集
し
て
き
ま
し
た
が
、
次
の
と
お
り
、
募

集
期
間
を
延
長
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

対

　象
　
市
内
の
５
人
〜
15
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

期

　間
　
平
成
30
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
９
月
30
日

運

　賃
　
体
験
乗
車
に
限
り
無
料（
１
グ
ル
ー
プ
２
回
ま
で
）

申

　込
　
希
望
日
の
10
日
前
ま
で

　
ま
た
、市
で
は
地
域
の
会
合
等
で
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗

り
方
の
説
明
や
、地
域
に
あ
っ
た
利
用
方
法
の
提
案
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。説
明
を
希
望
さ
れ
る
地
域
・
団
体
は

交
通
政
策
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込・お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

体
験
乗
車
の

期
間
延
長
に
つ
い
て

す
る
こ
と
で
、
社
会
に
出
る
準
備
を
し
ま
せ
ん
か
？

開
催
日
　
３
月
22
日（
木
）

時

　間
　
14
時
〜
16
時
（
受
付
13
時
30
分
〜
14
時
）

場

　所
　
山
梨
県
立
図
書
館

対
象
者
　
大
学
生（
１
〜
３
年
生
）

参
加
企
業
　
市
内
企
業
　
約
10
社

　
製
造
・
事
務
等
、
様
々
な
業
種
が
集
合
し
ま
す
！

内

　容
　
企
業
と
学
生
の
グ
ル
ー
プ
交
流

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

対
象
工
事
　

　
１
件
の
契
約
金
額
が
50
万
円
未
満
の
軽
易
な
修
繕
工
事

　
等（
草
刈
や
清
掃
な
ど
の
業
務
委
託
や
物
品
購
入
等
に

　
分
類
さ
れ
る
業
種
に
つい
て
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

登
録
で
き
る
方
　

　
市
内
で
建
設
業
を
営
む
個
人
ま
た
は
法
人
の
事
業
者

受

　付
　
３
月
７
日（
水
）〜
13
日（
火
）９
時
〜
17
時

受
付
場
所
　
管
財
契
約
課

有
効
期
間
　
平
成
30
年
４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日

申

　請
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
書
類
を

　
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
履
行
に
必
要
な
許
可
証
、
資
格
証
、
免
許
証
等
の
写
し

②
商
業
登
記
簿
謄
本（
法
人
）、
身
分
証
明
書
お
よ
び
住

　
民
票
抄
本（
個
人
）

③
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
の
証
明
書

④
印
鑑
証
明
書

※

申
請
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　
能
な
ほ
か
、
管
財
契
約
課
で
も
配
布
し
ま
す
。

※

４
月
以
降
も
随
時
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
管
財
契
約
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
２

平
成
30・31
年
度
小
規
模
工
事

等
契
約
希
望
者
の
受
付

（
平
成
30
年
４
月
１
日
登
録
分
）

　
市
内
の
企
業
と
学
生
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
企
業

担
当
者
と
直
接
話
し
た
り
、
一
緒
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

企
業×

学
生
の
交
流
会

参
加
学
生
募
集
！

100歳祝

お

めでとう!

石川　あいさん
（下市之瀬） 

中島　むつのさん
（野牛島） 

体
験
乗
車
の
募
集
案
内

　
75
歳
以
上
の
方（
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）を
対
象
と
し
た
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の
交
付
申
請
の
受

付
は
、
４
月
５
日（
木
）か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

４
月
号
の
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
の

交
付
に
つ
い
て

　
　
難
病
や
高
齢
な
ど
手
助
け
を
必
要
と
す
る
人

◯
取
得
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
、
障
害
福

　
祉
課
・
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布

●
お
問
合
せ
／
障
害
福
祉
課
　
電
話（
２
８
２
）６
１
９
７

対
象
者

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
１
〜
３
級
の
方

平
成
30
年
度

重
度
心
身
障
害
児（
者
）

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

回
数
券
の
交
付
に
つ
い
て

　
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
平
成
29

年
度
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金（
t
o
t
o
・
B
I
G
）

を
活
用
し
て
、
老
朽
化
し
た
屋
外
照
明
施
設
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
屋

外
照
明
施
設
に
更
新
す
る
工
事
を
行
な
い
ま
し
た
。

●
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
　
電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

を
活
用
し
て
、
小
笠
原
小
学

校
Ｌ
Ｅ
Ｄ
屋
外
照
明
施
設
を

整
備
し
ま
し
た

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
請
求
受
付
を
行
な
って
い
る「
第

十
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
」の
受
付

が
、
平
成
30
年
４
月
２
日（
月
）に
終
了
と
な
り
ま
す
。
対
象

と
な
る
方
は
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金

○
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　
障
害
の
あ
る
人
な
ど
で

　
自
分
か
ら「
困
っ
て
い
る
」

　
と
伝
え
ら
れ
な
い「
手
助

　
け
を
必
要
と
す
る
人
」が

　
周
囲
の
人
へ
手
助
け
や
配

　
慮
を
お
願
い
す
る
た
め
の

　
カ
ー
ド
で
す
。

○
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

　
持
っ
た
方
を
見
か
け
た
ら

　「
何
か
お
困
り
で
す
か
」
な
ど
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
た
ら
、
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ

　
て
い
る
内
容
に
沿
っ
た
支
援
や
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
希
望
さ
れ
る
方

　対
象
者（
手
帳
の
所
持
は
問
い
ま
せ
ん
）

　
　
身
体
・
知
的
・
精
神
・
発
達
障
害
を
お
持
ち
の
人
、

知
っ
て
く
だ
さ
い

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」ヘヘルルププカカーードド

対
象
者
　

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

　
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
孫
、兄
弟
姉
妹（
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、

　
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
要
件
を
満
た
し
て
い

　
る
か
に
よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。）

④
右
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

　（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生

　
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。）

※

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と

　
な
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
２
２
３

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
Ａ
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

④
家
族
介
護
慰
労
金
受
給
者
に
介
護
さ
れ
て
い
る
要
介
護

　
老
人

※

社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、
自
動
車
税
お
よ

　
び
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
る
方
、
自
動
車
燃
料

　
費
助
成
金
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

受

　付
　
３
月
27
日（
火
）か
ら

申
請
場
所

　
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
各
種
手
帳
・
印
鑑

※

各
種
手
帳
を
お
持
ち
に
な
ら
な
い
場
合
は
交
付
で
き
ま

　
せ
ん
。

●
お
問
合
せ
／
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
１
９
７

    67
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昨
年
11
月
か
ら
今
年
３
月
末
ま
で
の
期
間
に
限
定
し
、

グ
ル
ー
プ
で
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス

体
験
乗
車
を
募
集
し
て
き
ま
し
た
が
、
次
の
と
お
り
、
募

集
期
間
を
延
長
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

対

　象
　
市
内
の
５
人
〜
15
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

期

　間
　
平
成
30
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
９
月
30
日

運

　賃
　
体
験
乗
車
に
限
り
無
料（
１
グ
ル
ー
プ
２
回
ま
で
）

申

　込
　
希
望
日
の
10
日
前
ま
で

　
ま
た
、市
で
は
地
域
の
会
合
等
で
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗

り
方
の
説
明
や
、地
域
に
あ
っ
た
利
用
方
法
の
提
案
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。説
明
を
希
望
さ
れ
る
地
域
・
団
体
は

交
通
政
策
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込・お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

体
験
乗
車
の

期
間
延
長
に
つ
い
て

す
る
こ
と
で
、
社
会
に
出
る
準
備
を
し
ま
せ
ん
か
？

開
催
日
　
３
月
22
日（
木
）

時

　間
　
14
時
〜
16
時
（
受
付
13
時
30
分
〜
14
時
）

場

　所
　
山
梨
県
立
図
書
館

対
象
者
　
大
学
生（
１
〜
３
年
生
）

参
加
企
業
　
市
内
企
業
　
約
10
社

　
製
造
・
事
務
等
、
様
々
な
業
種
が
集
合
し
ま
す
！

内

　容
　
企
業
と
学
生
の
グ
ル
ー
プ
交
流

※

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　
電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

対
象
工
事
　

　
１
件
の
契
約
金
額
が
50
万
円
未
満
の
軽
易
な
修
繕
工
事

　
等（
草
刈
や
清
掃
な
ど
の
業
務
委
託
や
物
品
購
入
等
に

　
分
類
さ
れ
る
業
種
に
つい
て
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

登
録
で
き
る
方
　

　
市
内
で
建
設
業
を
営
む
個
人
ま
た
は
法
人
の
事
業
者

受

　付
　
３
月
７
日（
水
）〜
13
日（
火
）９
時
〜
17
時

受
付
場
所
　
管
財
契
約
課

有
効
期
間
　
平
成
30
年
４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日

申

　請
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
書
類
を

　
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
履
行
に
必
要
な
許
可
証
、
資
格
証
、
免
許
証
等
の
写
し

②
商
業
登
記
簿
謄
本（
法
人
）、
身
分
証
明
書
お
よ
び
住

　
民
票
抄
本（
個
人
）

③
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
の
証
明
書

④
印
鑑
証
明
書

※

申
請
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　
能
な
ほ
か
、
管
財
契
約
課
で
も
配
布
し
ま
す
。

※

４
月
以
降
も
随
時
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
管
財
契
約
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
２

平
成
30・31
年
度
小
規
模
工
事

等
契
約
希
望
者
の
受
付

（
平
成
30
年
４
月
１
日
登
録
分
）

　
市
内
の
企
業
と
学
生
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
企
業

担
当
者
と
直
接
話
し
た
り
、
一
緒
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

企
業×

学
生
の
交
流
会

参
加
学
生
募
集
！

100歳祝

お

めでとう!

石川　あいさん
（下市之瀬） 

中島　むつのさん
（野牛島） 

体
験
乗
車
の
募
集
案
内

　
75
歳
以
上
の
方（
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）を
対
象
と
し
た
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の
交
付
申
請
の
受

付
は
、
４
月
５
日（
木
）か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

４
月
号
の
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
の

交
付
に
つ
い
て

　
　
難
病
や
高
齢
な
ど
手
助
け
を
必
要
と
す
る
人

◯
取
得
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
、
障
害
福

　
祉
課
・
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布

●
お
問
合
せ
／
障
害
福
祉
課
　
電
話（
２
８
２
）６
１
９
７

対
象
者

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
１
〜
３
級
の
方

平
成
30
年
度

重
度
心
身
障
害
児（
者
）

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

回
数
券
の
交
付
に
つ
い
て

　
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
平
成
29

年
度
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金（
t
o
t
o
・
B
I
G
）

を
活
用
し
て
、
老
朽
化
し
た
屋
外
照
明
施
設
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
屋

外
照
明
施
設
に
更
新
す
る
工
事
を
行
な
い
ま
し
た
。

●
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
　
電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

を
活
用
し
て
、
小
笠
原
小
学

校
Ｌ
Ｅ
Ｄ
屋
外
照
明
施
設
を

整
備
し
ま
し
た

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
請
求
受
付
を
行
な
って
い
る「
第

十
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
」の
受
付

が
、
平
成
30
年
４
月
２
日（
月
）に
終
了
と
な
り
ま
す
。
対
象

と
な
る
方
は
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金

○
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　
障
害
の
あ
る
人
な
ど
で

　
自
分
か
ら「
困
っ
て
い
る
」

　
と
伝
え
ら
れ
な
い「
手
助

　
け
を
必
要
と
す
る
人
」が

　
周
囲
の
人
へ
手
助
け
や
配

　
慮
を
お
願
い
す
る
た
め
の

　
カ
ー
ド
で
す
。

○
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

　
持
っ
た
方
を
見
か
け
た
ら

　「
何
か
お
困
り
で
す
か
」
な
ど
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
た
ら
、
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ

　
て
い
る
内
容
に
沿
っ
た
支
援
や
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
希
望
さ
れ
る
方

　対
象
者（
手
帳
の
所
持
は
問
い
ま
せ
ん
）

　
　
身
体
・
知
的
・
精
神
・
発
達
障
害
を
お
持
ち
の
人
、

知
っ
て
く
だ
さ
い

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」ヘヘルルププカカーードド

対
象
者
　

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

　
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
孫
、兄
弟
姉
妹（
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、

　
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
要
件
を
満
た
し
て
い

　
る
か
に
よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。）

④
右
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

　（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生

　
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。）

※

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と

　
な
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
２
２
３

②
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
Ａ
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

④
家
族
介
護
慰
労
金
受
給
者
に
介
護
さ
れ
て
い
る
要
介
護

　
老
人

※

社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、
自
動
車
税
お
よ

　
び
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
る
方
、
自
動
車
燃
料

　
費
助
成
金
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

受

　付
　
３
月
27
日（
火
）か
ら

申
請
場
所

　
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
各
種
手
帳
・
印
鑑

※

各
種
手
帳
を
お
持
ち
に
な
ら
な
い
場
合
は
交
付
で
き
ま

　
せ
ん
。

●
お
問
合
せ
／
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）６
１
９
７
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MY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICS市 内 の で き ご と市 内 の で き ご と

櫛形西地区で避難所運営訓練
MY TOWN TOPICS 0202

　櫛形西地区自主防災会と西地区防災士・防災リーダー連
絡会による避難所の運営訓練が櫛形西小学校を中心に行な
われました。
　訓練は地震発生の３日後に避難所が開設された想定で行
なわれ、避難の手順から、仮設トイレの組立、手ぬぐいでの
止血方法の説明、ビニール袋を使った炊飯方法の実践など
が行なわれました。
　この日は約300人が訓練に参加し、地域住民が自ら避難所
の運営を行なえる体制づくりに向けて意識を高めていました。

1月28日 日1月28日 日

安全安心なまちづくりに
向けた協定の締結

MY TOWN TOPICS 0303

　市と南アルプス警察署が、安全安心なまちづくりに向
けた包括的な協定を結びました。
　この協定は、南アルプス市をより安全安心で住みやす
いまちとするために、防犯や防災、交通事故防止に関す
る取り組みについて、市と南アルプス警察署がそれぞれ
の立場を生かして協働して進めていくもので、今後推進
会議で具体的な取り組みを決定していきます。

1月29日 月1月29日 月

山梨クィーンビーズ ホームゲーム
MY TOWN TOPICS 0101

　女子バスケットボールトップリーグの山梨クィーンビー
ズのホームゲームが、櫛形総合体育館で行なわれました。
　試合では、小笠原と櫛形北ミニバスチームの子どもたち
がエスコートキッズとして選手と入場し、平林美奈子舞踊
研究所の子どもたちがハーフタイムショーでダンスを披露
しました。会場では目の前で活躍する選手たちに大きな声
援がかけられていました。

1月13日     ～14日土 日1月13日     ～14日土 日

　

南アルプスに春を呼ぶ
十日市祭典

MY TOWN TOPICS 0505

　南アルプスに春を呼ぶ「十日市祭典」が開催され、約
１キロにわたり300店もの露天が軒を連ねました。
　天候に恵まれた今年の十日市には、市内外から大勢
の人たちが詰め掛け、甲州だるまや熊手などの縁起物
のほか、臼・杵などの木工製品を買い求めていました。
　また、市商工会やＪＡこま野の飲食ブースなども数
多く並び、祭典は２日間にわたり約10万人の人出でに
ぎわっていました。

2月10日     ～11日土 日2月10日     ～11日土 日

アートでつなぐキッズゲルニカ
MY TOWN TOPICS 0606

　市立美術館で子どもたちがアートを楽しむイベント「キッ
ズゲルニカ」が開催されました。
　「キッズゲルニカ」は、ピカソの「ゲルニカ」と同じ縦3.5
メートル、横7.8メートルの巨大キャンバスに平和の絵を描
くもので、市立美術館の改装を機に、展示室の壁にも筆やスポ
ンジなどで絵を描けるイベントとして開催されました。
　また、ロビーでは、市内４中学校の美術部で企画したブース
が設けられ、子どもたちは紙粘土でかわいい菓子をつくるな
どといった楽しい企画に、夢中になって挑戦していました。

2月11日     ～12日日 月2月11日     ～12日日 月

リニア沿線3市町が県に要望
MY TOWN TOPICS 0404

2月9日     金2月9日     金

　南アルプス市、中央市、富士川町でつくる協議会が、リニア
開業に伴う行政手続きの円滑化などを求める要望書を県知
事に提出しました。
　要望書では、リニア建設に伴う住宅の移転などで必要とな
る農業振興地域の除外手続きがスムーズに行なえる体制づ
くりや、県が進めている環境基準の指定について市町と協議
すること、公共施設の移転が必要となった場合の交付金の創
設などを求めました。
　また2月15日（木）に同協議会がリニア建設に係る残地の補
償、騒音対策などを求める要望書をJR東海に提出しました。
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MY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICS市 内 の で き ご と市 内 の で き ご と

櫛形西地区で避難所運営訓練
MY TOWN TOPICS 0202

　櫛形西地区自主防災会と西地区防災士・防災リーダー連
絡会による避難所の運営訓練が櫛形西小学校を中心に行な
われました。
　訓練は地震発生の３日後に避難所が開設された想定で行
なわれ、避難の手順から、仮設トイレの組立、手ぬぐいでの
止血方法の説明、ビニール袋を使った炊飯方法の実践など
が行なわれました。
　この日は約300人が訓練に参加し、地域住民が自ら避難所
の運営を行なえる体制づくりに向けて意識を高めていました。

1月28日 日1月28日 日

安全安心なまちづくりに
向けた協定の締結

MY TOWN TOPICS 0303

　市と南アルプス警察署が、安全安心なまちづくりに向
けた包括的な協定を結びました。
　この協定は、南アルプス市をより安全安心で住みやす
いまちとするために、防犯や防災、交通事故防止に関す
る取り組みについて、市と南アルプス警察署がそれぞれ
の立場を生かして協働して進めていくもので、今後推進
会議で具体的な取り組みを決定していきます。

1月29日 月1月29日 月

山梨クィーンビーズ ホームゲーム
MY TOWN TOPICS 0101

　女子バスケットボールトップリーグの山梨クィーンビー
ズのホームゲームが、櫛形総合体育館で行なわれました。
　試合では、小笠原と櫛形北ミニバスチームの子どもたち
がエスコートキッズとして選手と入場し、平林美奈子舞踊
研究所の子どもたちがハーフタイムショーでダンスを披露
しました。会場では目の前で活躍する選手たちに大きな声
援がかけられていました。

1月13日     ～14日土 日1月13日     ～14日土 日

　

南アルプスに春を呼ぶ
十日市祭典

MY TOWN TOPICS 0505

　南アルプスに春を呼ぶ「十日市祭典」が開催され、約
１キロにわたり300店もの露天が軒を連ねました。
　天候に恵まれた今年の十日市には、市内外から大勢
の人たちが詰め掛け、甲州だるまや熊手などの縁起物
のほか、臼・杵などの木工製品を買い求めていました。
　また、市商工会やＪＡこま野の飲食ブースなども数
多く並び、祭典は２日間にわたり約10万人の人出でに
ぎわっていました。

2月10日     ～11日土 日2月10日     ～11日土 日

アートでつなぐキッズゲルニカ
MY TOWN TOPICS 0606

　市立美術館で子どもたちがアートを楽しむイベント「キッ
ズゲルニカ」が開催されました。
　「キッズゲルニカ」は、ピカソの「ゲルニカ」と同じ縦3.5
メートル、横7.8メートルの巨大キャンバスに平和の絵を描
くもので、市立美術館の改装を機に、展示室の壁にも筆やスポ
ンジなどで絵を描けるイベントとして開催されました。
　また、ロビーでは、市内４中学校の美術部で企画したブース
が設けられ、子どもたちは紙粘土でかわいい菓子をつくるな
どといった楽しい企画に、夢中になって挑戦していました。

2月11日     ～12日日 月2月11日     ～12日日 月

リニア沿線3市町が県に要望
MY TOWN TOPICS 0404

2月9日     金2月9日     金

　南アルプス市、中央市、富士川町でつくる協議会が、リニア
開業に伴う行政手続きの円滑化などを求める要望書を県知
事に提出しました。
　要望書では、リニア建設に伴う住宅の移転などで必要とな
る農業振興地域の除外手続きがスムーズに行なえる体制づ
くりや、県が進めている環境基準の指定について市町と協議
すること、公共施設の移転が必要となった場合の交付金の創
設などを求めました。
　また2月15日（木）に同協議会がリニア建設に係る残地の補
償、騒音対策などを求める要望書をJR東海に提出しました。
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example no.1

example no.2

南アルプス市ゆかりの画家たち  第１回 土橋芳次

　　 

10:30～

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

●市立美術館
住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281
お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

3月のイベントスケジュール

  6日（火）中

17日（土）八 24日（土）白3日（土）甲 10日（土）白 わ

14:00～ 毎週土曜日中

16日（金）白  8日（木）甲

22日（木）甲 27日（火）八 28日（水）わ

13日（火）八

3月3日（土）白●朗読会 「きずな亭」  13:30 ～

土橋芳次 《春の丘憩う娘達》

　美術館には、一定以上の年齢の方にとっては思い出深い親しみのある作品があります。
　土橋芳次作《春の丘憩う娘達》がその作品です。
　土橋芳次は甲府市に生まれ、県立農林学校（現 農林高等学校）を卒業しました。 独学で洋
画を勉強した後、本格的に洋画を学ぶため上京して熊岡美彦に師事し、1936（昭和11）年に
は第１回新文展に初入選しています。 県内画壇では、甲斐美術協会などにも出品し、山梨美
術協会の創立会員になるなど、精力的に活動していました。
　この作品は、長い間山梨の顔として旧甲府駅の待合室に飾られていたもので、戦時中は出
征兵士を見送る絵と言われるなど、県民に親しまれてきました。
　1937（昭和12）年頃の清里の美し森が描かれ、春の穏やかな日差しのなか、２人の若い女
性が満開のお花畑の中でゆったりとくつろいでいます。　
　残念ながら、土橋はこの作品を描いた翌年３１歳という若さで亡くなってしまいましたが、作品は
戦火をくぐりぬけ、現在は美術館で大切に保管され、美術館を訪れる人 を々楽しませています。

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010
白根桃源図書館  TEL.284-6010
わかくさ図書館  TEL.283-1501
甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00　休館日／5･12･19･21･26･30日

芦安分館  TEL.282-7285  
火・金のみ開館　
13:00～17:00

中央図書館
TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／22・30日

『 うちゅうはきみのすぐそばに 』 
文／いわや けいすけ　絵／みねお みつ
出版／福音館書店

新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　浅田次郎、ヒガアロハ、

高畑勲…。各界のパン

ダファン&歴代の飼育担

当者による、パンダを知

り、愉しむエッセイ22篇

を収録する。シャンシャン

出産秘話を語った黒柳

徹子×土居利光×廣田

敦司の座談会も掲載。

　空の上にある宇宙

は、どのくらい遠い場所

なのでしょうか?地面の

上からビルの最上階の

高さ、建物のない高さ、

雲の上、地球と宇宙の

さかいめと、順を追って

宇宙までを描きます。

『 読むパンダ 』 
選／黒柳 徹子　編／日本ペンクラブ　
出版／白水社

「2017年にみなさんが読んだ中で面白かった本、
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  心に残った本は何ですか？」
毎年恒例の図書館アンケートをもとに「イチオシの本」を展示しています。
「冊子 わたしのイチオシ2017」も配布していますのでお早めに！

◆メイン展示「わたしのイチオシ２０１７」

芦安支所内にある芦安分館がリニューアルしま
した。明るくなった書架、過ごしやすいソファー
など今まで以上に快適な空間が誕生しました。
火曜日・金曜日の13:00～17:00まで開館して
います。ぜひ、おこしください。

◆芦安分館リニューアル

みなさんの声におこたえして、「血圧計」を、新刊
コーナーとなりに設置しました。
図書館でリラックスしながら血圧測定を習慣に
しませんか？健康関連の本もたくさんあります
ので、ぜひご利用ください。

◆中央図書館に血圧計を設置しました！

南アルプス市立美術館は、リニューアル工事のため１２月３１日（月）まで休館中です。
このコーナーでは、休館期間中美術館で収蔵している作品や画家の紹介をしていきます。

平成30年２月１日（木）～12月31日（月）予定
美術館リニューアルに伴う休館のお知らせ

平成31年1月初旬
リニューアルオープン

お問合せ／福祉総合相談課 TEL.282-7250

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　
自
殺
や
自
殺
未
遂
は
、
本
人
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
悲
劇
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
り
の
人
々

に
大
き
な
悲
し
み
と
生
活
上
の
困
難
を
も
た
ら
し
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
と
な
り
ま
す
。

　『 
死
に
た
い
と
言
わ
れ
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

』

　
驚
い
た
り
、
慌
て
た
り
す
る
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る
反
応
で
す
。
ま
ず
は
、
あ
な
た
自
身
の
気
持
ち
を

静
め
て
聴
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
次
の
こ
と
を
心
が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
山
梨
県
で
は
３
月
１
日
を「
山
梨
い
の

ち
の
日
」と
し
、相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の
周
知

な
ど
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
は
、１
人
で
悩
ま

ず
、相
談
機
関
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
電
話
０
５
７
０（
０
６
４
）５
５
６

　
　
　
　
　    

（
お
こ
な
お
う 

ま
も
ろ
う
よ 

こ
こ
ろ
）

●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

【
24
時
間
対
応
】

　
　
　
電
話
０
１
２
０（
２
７
９
）３
３
８

　
　
　
　    

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

つ
な
ぐ 

さ
さ
え
る
）

●
山
梨
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
電
話
０
５
５（
２
５
４
）８
６
４
４

●
南
ア
ル
プ
ス
市
役
所

　
福
祉
総
合
相
談
課
相
談
支
援
担
当

　
　
　
電
話
０
５
５（
２
８
２
）７
２
５
０

つないでいこう

心と心

守っていこう

とうとい命

南アルプス市
自殺対策イメージキャラクター

「つなピョン」

・「
う
ち
あ
け
先
と
し
て
、
あ
な
た
が
選
ば
れ
た
」

　
と
い
う
こ
と
を
受
け
止
め
て
、
話
し
を
は
ぐ
ら
か

　
さ
ず
、
本
人
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

・
死
に
た
い
と
言
う
人
も
、「
死
に
た
い
」気
持
ち
と

　「
生
き
て
い
た
い
」気
持
ち
の
間
で
揺
れ
動
い
て

　
い
ま
す
。
辛
い
心
境
を
じ
っ
く
り
聴
い
て
も
ら
う

　
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
本
人
の
気
持
ち
が
楽
に
な
る

　
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
本
人
を
責
め
た
り
、
叱
咤
激
励
し
た
り
、

　
世
間
一
般
の
常
識
を
押
し
つ
け
た
り
す
る
こ
と
は

　
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
話
し
を
そ
ら
さ
ず
、
本
人
の
気
持
ち
を
充
分
受
け

　
止
め
た
上
で
、「
自
殺
を（
実
行
）し
な
い
」と
い
う

　
約
束
を
交
し
て
も
ら
い
ま
す
。

・
不
眠
、
食
欲
の
低
下
、
気
分
の
落
ち
込
み
等
の

　
症
状
は
治
療
で
良
く
な
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
専
門
機
関
に
相
談
す
る
よ
う
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

「
頑
張
れ
ば
何
と
か
な
る
」

「
命
を
粗
末
に
す
る
な
ん
て
駄
目
」

「
時
間
が
た
て
ば
何
と
か
な
る
」

「
と
て
も
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
で
す
ね
」

「
死
に
た
い
と
思
う
ほ
ど
苦
し
ん
で
い
る
の
で
す
ね
」

「
そ
れ
は
本
当
に
大
変
で
し
た
ね
。

 
よ
く
耐
え
て
き
ま
し
た
ね
」

●
相
手
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
る
言
葉
が
け（
例
）

●
言
っ
て
は
い
け
な
い
言
葉
が
け（
例
）
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example no.1

example no.2

南アルプス市ゆかりの画家たち  第１回 土橋芳次

　　 

10:30～

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

●市立美術館
住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281
お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

3月のイベントスケジュール

  6日（火）中

17日（土）八 24日（土）白3日（土）甲 10日（土）白 わ

14:00～ 毎週土曜日中

16日（金）白  8日（木）甲

22日（木）甲 27日（火）八 28日（水）わ

13日（火）八

3月3日（土）白●朗読会 「きずな亭」  13:30 ～

土橋芳次 《春の丘憩う娘達》

　美術館には、一定以上の年齢の方にとっては思い出深い親しみのある作品があります。
　土橋芳次作《春の丘憩う娘達》がその作品です。
　土橋芳次は甲府市に生まれ、県立農林学校（現 農林高等学校）を卒業しました。 独学で洋
画を勉強した後、本格的に洋画を学ぶため上京して熊岡美彦に師事し、1936（昭和11）年に
は第１回新文展に初入選しています。 県内画壇では、甲斐美術協会などにも出品し、山梨美
術協会の創立会員になるなど、精力的に活動していました。
　この作品は、長い間山梨の顔として旧甲府駅の待合室に飾られていたもので、戦時中は出
征兵士を見送る絵と言われるなど、県民に親しまれてきました。
　1937（昭和12）年頃の清里の美し森が描かれ、春の穏やかな日差しのなか、２人の若い女
性が満開のお花畑の中でゆったりとくつろいでいます。　
　残念ながら、土橋はこの作品を描いた翌年３１歳という若さで亡くなってしまいましたが、作品は
戦火をくぐりぬけ、現在は美術館で大切に保管され、美術館を訪れる人 を々楽しませています。

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010
白根桃源図書館  TEL.284-6010
わかくさ図書館  TEL.283-1501
甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00　休館日／5･12･19･21･26･30日

芦安分館  TEL.282-7285  
火・金のみ開館　
13:00～17:00

中央図書館
TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／22・30日

『 うちゅうはきみのすぐそばに 』 
文／いわや けいすけ　絵／みねお みつ
出版／福音館書店

新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　　 

　浅田次郎、ヒガアロハ、

高畑勲…。各界のパン

ダファン&歴代の飼育担

当者による、パンダを知

り、愉しむエッセイ22篇

を収録する。シャンシャン

出産秘話を語った黒柳

徹子×土居利光×廣田

敦司の座談会も掲載。

　空の上にある宇宙

は、どのくらい遠い場所

なのでしょうか?地面の

上からビルの最上階の

高さ、建物のない高さ、

雲の上、地球と宇宙の

さかいめと、順を追って

宇宙までを描きます。

『 読むパンダ 』 
選／黒柳 徹子　編／日本ペンクラブ　
出版／白水社

「2017年にみなさんが読んだ中で面白かった本、
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  心に残った本は何ですか？」
毎年恒例の図書館アンケートをもとに「イチオシの本」を展示しています。
「冊子 わたしのイチオシ2017」も配布していますのでお早めに！

◆メイン展示「わたしのイチオシ２０１７」

芦安支所内にある芦安分館がリニューアルしま
した。明るくなった書架、過ごしやすいソファー
など今まで以上に快適な空間が誕生しました。
火曜日・金曜日の13:00～17:00まで開館して
います。ぜひ、おこしください。

◆芦安分館リニューアル

みなさんの声におこたえして、「血圧計」を、新刊
コーナーとなりに設置しました。
図書館でリラックスしながら血圧測定を習慣に
しませんか？健康関連の本もたくさんあります
ので、ぜひご利用ください。

◆中央図書館に血圧計を設置しました！

南アルプス市立美術館は、リニューアル工事のため１２月３１日（月）まで休館中です。
このコーナーでは、休館期間中美術館で収蔵している作品や画家の紹介をしていきます。

平成30年２月１日（木）～12月31日（月）予定
美術館リニューアルに伴う休館のお知らせ

平成31年1月初旬
リニューアルオープン

お問合せ／福祉総合相談課 TEL.282-7250

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　
自
殺
や
自
殺
未
遂
は
、
本
人
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
悲
劇
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
り
の
人
々

に
大
き
な
悲
し
み
と
生
活
上
の
困
難
を
も
た
ら
し
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
と
な
り
ま
す
。

　『 

死
に
た
い
と
言
わ
れ
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

』

　
驚
い
た
り
、
慌
て
た
り
す
る
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る
反
応
で
す
。
ま
ず
は
、
あ
な
た
自
身
の
気
持
ち
を

静
め
て
聴
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
次
の
こ
と
を
心
が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
山
梨
県
で
は
３
月
１
日
を「
山
梨
い
の

ち
の
日
」と
し
、相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の
周
知

な
ど
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
は
、１
人
で
悩
ま

ず
、相
談
機
関
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
電
話
０
５
７
０（
０
６
４
）５
５
６

　
　
　
　
　    

（
お
こ
な
お
う 

ま
も
ろ
う
よ 

こ
こ
ろ
）

●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

【
24
時
間
対
応
】

　
　
　
電
話
０
１
２
０（
２
７
９
）３
３
８

　
　
　
　    

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

つ
な
ぐ 

さ
さ
え
る
）

●
山
梨
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
電
話
０
５
５（
２
５
４
）８
６
４
４

●
南
ア
ル
プ
ス
市
役
所

　
福
祉
総
合
相
談
課
相
談
支
援
担
当

　
　
　
電
話
０
５
５（
２
８
２
）７
２
５
０

つないでいこう

心と心

守っていこう

とうとい命

南アルプス市
自殺対策イメージキャラクター

「つなピョン」

・「
う
ち
あ
け
先
と
し
て
、
あ
な
た
が
選
ば
れ
た
」

　
と
い
う
こ
と
を
受
け
止
め
て
、
話
し
を
は
ぐ
ら
か

　
さ
ず
、
本
人
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

・
死
に
た
い
と
言
う
人
も
、「
死
に
た
い
」気
持
ち
と

　「
生
き
て
い
た
い
」気
持
ち
の
間
で
揺
れ
動
い
て

　
い
ま
す
。
辛
い
心
境
を
じ
っ
く
り
聴
い
て
も
ら
う

　
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
本
人
の
気
持
ち
が
楽
に
な
る

　
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
本
人
を
責
め
た
り
、
叱
咤
激
励
し
た
り
、

　
世
間
一
般
の
常
識
を
押
し
つ
け
た
り
す
る
こ
と
は

　
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
話
し
を
そ
ら
さ
ず
、
本
人
の
気
持
ち
を
充
分
受
け

　
止
め
た
上
で
、「
自
殺
を（
実
行
）し
な
い
」と
い
う

　
約
束
を
交
し
て
も
ら
い
ま
す
。

・
不
眠
、
食
欲
の
低
下
、
気
分
の
落
ち
込
み
等
の

　
症
状
は
治
療
で
良
く
な
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
専
門
機
関
に
相
談
す
る
よ
う
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

「
頑
張
れ
ば
何
と
か
な
る
」

「
命
を
粗
末
に
す
る
な
ん
て
駄
目
」

「
時
間
が
た
て
ば
何
と
か
な
る
」

「
と
て
も
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
で
す
ね
」

「
死
に
た
い
と
思
う
ほ
ど
苦
し
ん
で
い
る
の
で
す
ね
」

「
そ
れ
は
本
当
に
大
変
で
し
た
ね
。

 

よ
く
耐
え
て
き
ま
し
た
ね
」

●
相
手
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
る
言
葉
が
け（
例
）

●
言
っ
て
は
い
け
な
い
言
葉
が
け（
例
）
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暗
殺

※大弐局が、兄弟である秋山
光朝や小笠原長清らの姉にあ
たるのか、妹にあたるのかは、
系図等からは明確にできな
い。

←法善寺二天門（加賀美）
木造大威徳明王像運慶作／像内納入品（称名寺光明院所蔵　神奈川県立金沢文庫保管）

法善寺全景（加賀美）：大弐局は、ここにあった加賀美遠光の館で生まれ育った可能性が高い。

※

像
内
に
納
入
さ
れ
て
い
た
文
書
か
ら
、
本
像
が
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
に
源
氏
大
貳
殿
の
発
願
に

　よ
り
、
大
日
如
来
、
愛
染
明
王
、
大
威
徳
明
王
の
三
尊
像
の
内
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
仏
師
運
慶
に
よ
っ

　て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。

建
保
二
二
年
丙
子
十
一
月
廿
三
日
源
氏
大
貳

殿
大
日
愛
染
王
大
威
徳
三
躰
内

大
威
徳
也

　巧
造
肥
中
法
印
運
慶
也

　

　今
回
ご
紹
介
す
る
大
威
徳
明
王
像
は
、像
高

二
一・
二
セ
ン
チ
の
小
さ
な
像
で
す
。横
浜
市
に

あ
る
名
刹
、称
名
寺
の
子
院
の
光
明
院
に
所
蔵

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、平
成
十
九
年
の
春
、修
復

の
た
め
に
解
体
し
た
と
こ
ろ
、像
内
に
納
め
ら

れ
て
い
た
文
書
か
ら
、建
保
四
年（
一
二
一
六
）に
、

運
慶
が「
源
氏
大
貳
殿
」の
依
頼
で
作
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、約
五
十
年
ぶ
り
の
運
慶
の

真
作
発
見
と
し
て
、全
国
的
に
も
大
き
く
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

　東
大
寺
の
仁
王
像
な
ど
で
知
ら
れ
る
運
慶
は
、

平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
活
躍
し

た
、我
が
国
で
最
も
有
名
な
仏
師（
仏
像
を
彫
る

彫
刻
家
）と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
現
存
す
る
運
慶
の
作
品
、ま
た
は
そ
の

作
と
推
定
さ
れ
る
も
の
す
べ
て
が
、国
宝
か
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
す
。本
像
も
こ
の
発
見
の
後
、平
成

二
十
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、そ
の
手
が
生
み
だ
し
た
写
実
的

で
力
強
い
造
形
は
、現
代
に
お
い
て
も
数
多
く

の
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、こ
の
運
慶
に
仏
像
の
制
作
を
依

頼
し
た「
源
氏
大
貳
殿
」こ
そ
、現
在
の
若
草
地

区
加
賀
美
に
あ
る
法
善
寺
の
場
所
に
館
を
構
え

て
い
た
、甲
斐
源
氏
加
賀
美
遠
光
の
娘「
大
弐

局
」で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。小
笠
原
長
清
や
秋
山
光
朝
、南
部
光

行
ら
と
は
兄
弟
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　時
の
カ
リ
ス
マ
仏
師
運
慶
に
、仏
像
の
制
作

を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
力
を
持
っ

た
大
弐
局
と
は
ど
の
よ
う
な
女
性
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　大
弐
局
は
、文
治
四
年（
一
一
八
八
）に
鎌
倉
に

出
仕
し
、源
頼
朝
か
ら
そ
の
名「
大
弐
局
」を
与

え
ら
れ
、鎌
倉
幕
府
の
二
代
将
軍
頼
家
、次
い
で

三
代
将
軍
実
朝
の
介
錯
人（
養
育
係
）と
な
っ
た

女
性
で
す
。頼
朝
の
信
頼
も
厚
く
、幕
府
後
宮
で

は
、頼
家
の
乳
母
で
北
条
政
子
の
妹
で
あ
っ
た

阿
波
局
に
次
ぐ
地
位
で
、実
朝
の
養
育
係
に
転

じ
阿
波
局
な
き
後
は
、実
朝
付
の
筆
頭
格
の
女

房
と
し
て
後
宮
を
取
り
仕
切
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。建
暦
三
年（
一
二
一
三
）に
起
き
た
幕
府

の
内
乱
で
あ
る
和
田
義
盛
の
乱
の
際
に
は
、女

性
と
し
て
は
異
例
の
こ
と
で
す
が
、戦
功
の

あ
っ
た
御
家
人
に
並
び
、出
羽
国
由
利
郡（
現
在

の
秋
田
県
南
部
）に
領
地
も
賜
っ
て
い
ま
す
。
　

大
弐
局
が
運
慶
に
造
仏
を
依
頼
し
た
建
保
四

年
は
、三
代
将
軍
実
朝
と
幕
府
家
臣
団
と
の
軋

轢
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
時
期
と
い
わ
れ
、三
年
後

の
建
保
七
年（
一
二
一
九
）に
は
、頼
家
の
子
、公

暁
に
よ
っ
て
、鶴
岡
八
幡
宮
の
石
段
で
実
朝
が

暗
殺
さ
れ
る
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。造
仏
の

背
景
に
は
、自
ら
が
深
く
関
わ
っ
た
人
々
を
取

り
巻
く
、こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
状
況
を
憂
う

大
弐
局
の
想
い
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
り
ま

す
。小
さ
な
仏
像
の
発
見
を
通
じ
、南
ア
ル
プ
ス

市
と
、鎌
倉
の
歴
史
舞
台
に
関
わ
っ
た
人
々
と

の
意
外
な
つ
な
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、幕
府
の
中
枢
に
あ
っ
て
運
慶
に
造
仏

を
依
頼
し
た
大
弐
局
を
通
じ
、仏
師
運
慶
と
鎌

倉
幕
府
と
の
緊
密
な
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
と

と
も
に
、加
賀
美
遠
光
を
は
じ
め
と
す
る
南
ア

ル
プ
ス
市
域
に
拠
っ
た
甲
斐
源
氏
た
ち
が
、幕

府
内
に
築
い
た
、確
固
た
る
基
盤
も
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
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暗
殺

※大弐局が、兄弟である秋山
光朝や小笠原長清らの姉にあ
たるのか、妹にあたるのかは、
系図等からは明確にできな
い。

←法善寺二天門（加賀美）
木造大威徳明王像運慶作／像内納入品（称名寺光明院所蔵　神奈川県立金沢文庫保管）

法善寺全景（加賀美）：大弐局は、ここにあった加賀美遠光の館で生まれ育った可能性が高い。

※
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廿
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介
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光
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さ
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の
後
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に
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に
指
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さ
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て
い

ま
す
。そ
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て
、そ
の
手
が
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み
だ
し
た
写
実
的

で
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い
造
形
は
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に
お
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も
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多
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ま
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の
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で
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将
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実
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の
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の
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後
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で
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母
で
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の
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の
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ま
す
。
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が
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に
造
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を
依
頼
し
た
建
保
四
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は
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と
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の
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て
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時
期
と
い
わ
れ
、三
年
後

の
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七
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九
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の
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に
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の
石
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で
実
朝
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事
件
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ま
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の
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が
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た
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を
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く
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を
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の
想
い
が
あ
っ
た
と
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ま
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の
中
枢
に
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総人口： 72,101人（+0）
--------------------------
男　性： 35,658人（+10）
女　性： 36,443人（-10）
世　帯： 27,554世帯（+22）
うち外国籍人口： 951人（+1）
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●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
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CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います

今月の表紙：安藤家住宅ひなまつり（横沢びな）

梅
の
花
が
咲
く
頃
は
ま
だ
肌
寒
く

そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
、
お
ひ
さ
ま
は
背
筋
を
伸
ば
し
て

高
い
空
を
目
指
し
て
昇
っ
て
い
き
ま
す
。

春
の
は
じ
ま
り
に
見
つ
け
た
い
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が

ふ
と
ツ
ク
シ
を
思
い
出
し
て
探
し
に
行
き
ま
し
た
。

眼
を
凝
ら
し
て
見
た
り
、
し
ゃ
が
ま
な
い
と
気
づ
か
な
い
春
の
は
じ
ま
り
。

畑
の
す
み
っ
こ
に
ち
ょ
こ
ん
と
顔
を
見
せ
て
い
た
「
土
筆
（
ツ
ク
シ
）」。

小
さ
な
ツ
ク
シ
の
後
ろ
側
で
、
桜
の
花
が
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
、
ひ
と
つ
ま
た
ひ
と
つ
と
新
し
い
季
節
を
見
つ
け
る
と

そ
の
分
心
が
弾
む
の
が
わ
か
り
ま
す
。

気
持
ち
が
晴
れ
わ
た
る
季
節
。

今
年
も
春
が
来
た
ん
だ
な
と
空
を
見
上
げ
て
み
ま
し
た
。

文
・
写
真
／
観
光
商
工
課 

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
担
当

春
に
気
づ
く
こ
と 里

月
今

の
テ

マ

期　　間 開催中～４月９日（月）まで
開館時間 9時～16時30分（最終入館16時） 火曜休館日
場　　所 重要文化財安藤家住宅（西南湖4302）
入 館 料 大人（大学生以上） 300円　
 子ども（小中高生）   100円
 ※小学校未就学の幼児は無料

春
爛
漫

重
要
文
化
財

安
藤
家
住
宅
ひ
な
ま
つ
り

 

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。 
詳しくは、市民活動センターまでお問合せ
ください。

☎282-7325

いくめん

（芦安）

父・陽  母・優果（浅原）

いつも幸せをいっぱいありがとう♡
家族みんなの宝物☆
逢央らしく元気いっぱい笑顔いっぱい大きくなーれ♪
２歳おめでとう☆

三枝 逢央くん（2歳）
あ　お

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。

☎282-6037

今月の
イベント

お休みには子供たちと外で遊んだり、
ご飯作ってくれたり、いつもありがとう！

加賀美 誠治さん（父）、 怜生くん（3歳）

 　　　　   和心ちゃん（1歳）、 希心ちゃん（1歳）

せいじ れ　お

に　こ き　こ

お問合せ／教育委員会文化財課　☎282-7269
　　　　　安藤家住宅　            ☎284-4448

　今年、築310年を迎えた安藤家住宅で桃の節句をお祝いします。200体を超えるひ
な人形コレクションには、江戸の町屋を中心に流行した「享保雛」や、明治～昭和中頃
にかけて流行した「御殿飾り雛」などバラエティ豊かなお人形たちが多く含まれていま
す。その中には、甲府の雛問屋でつくられ、南アルプス市域でも多くの人々に親しまれ
た「横沢びな」もあります。今号の表紙を飾った初出の横沢びな14体も現在展示中。
ぜひ、この機会にご来場ください。
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総人口： 72,101人（+0）
--------------------------
男　性： 35,658人（+10）
女　性： 36,443人（-10）
世　帯： 27,554世帯（+22）
うち外国籍人口： 951人（+1）

南アルプス広
報 No.180   平成30年3月1日発行

平成30年2月1日現在（対前月比）

南アルプス市役所： 〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376

TEL .  055 -282-1111（代表） FAX .055 -282-1112（代表）

ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL .055 -282-6037

各窓口サービスセンター

八田 TEL.  282-5600　

芦安 TEL.  282-5577

甲西 TEL.  282-3120

白根 TEL.  283-3000

若草 TEL.  282-3100

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
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く
頃
は
ま
だ
肌
寒
く

そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
、
お
ひ
さ
ま
は
背
筋
を
伸
ば
し
て

高
い
空
を
目
指
し
て
昇
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て
い
き
ま
す
。

春
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は
じ
ま
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見
つ
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も
の
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。
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http://www.facebook.com/minamialps.loco
このページは南アルプス市の女子クリエーターグループ “南アルプス ! LOCO” が編集・制作しています。

南アルプス！ロコf

いいね！
を押して
応援してね♥

ジンジャーアップルティー
●材料
　紅茶ティーパック……… 1袋
　お湯……………………… 150cc
　りんごジャム…………… 大さじ1
　すりおろし生姜………… お好みで

●作り方
　紅茶を作って、ジャム、生姜を加える。混ぜながら飲むとGOOD♡

ポニーを中心に７頭の馬がいます。乗馬はもちろん、ひき馬
や飼育体験など馬たちとふれあうことができます。ウサギ
の餌やりコーナーもあり♡

南アルプス市塩前 888 ／ TEL055-285-8181 ／
9：00～17：00（10～３月）、9：00～18：30（4～9 月）
水曜定休

　東京の島生まれ。海に囲まれたと

ころから一転、子どもの療養のため

に山の中へ引っ越してきました。

　古民家を改修しながら住んでい

るのですが、長く空き家だったため

にすっかり動物のすみかになって

いて… 動物の足跡を見つけては穴

を探してふさぐという生活をして

いました。アシダカグモもたくさん

いて、まるで一緒に住んでいるみた

いです！ゴキブリホイホイもヒョ

イっとまたいで逃げられる大きさ

で本当に驚きました。 最初は大工さ

んと一緒に改修していましたが、あ

まりにも回数が多いので、今は一人

でできることも増えました（笑）

　この大自然の中で暮らせること

はとても贅沢だと感じます。東京で

は公園に行ってもたくさん人がい

ますが、ここは山に入れば誰もいな

くて独り占めの感覚！なんて豊か

なんだろうと感動しきりです。原生

林や、懐かしいような植物に触れら

れるのも魅力ですね。

　
性格が変わった？ 芦安Magic
　芦安に来てのびのび暮らしてい

るせいか、自分の気持ちもおおらか

になりました。書道をたしなんでい

たのですが、ずっと作品発表には後

ろ向きでした。萎縮していたんだと

思います。今はいろんなことにチャ

レンジしてみたいなという気持ち

が強いです。人生初のバンドにも挑

戦しちゃったりして…！

　ここで会う方がみんなフレンド

リーで、気持ちの良い方ばかりだと

いうことにも、本当に助けられてい

ます。

和田 まみさん移住者
interview

南アルプス市乗馬センター

◆居住履歴
東京生まれ → 千葉 → 東京 → 長野 
→ 東京 → ＼南アルプス市／ 
改築エピソードは語り尽くせず！
芦安のためにできることを模索中。

料理監修 : Chizuru Aoki

ビストロ
ホサカ

芦安は、長閑だけど刺激的！

子どもも
芦安大好きっ子♡

市内の特産品を使った
リメイクスイーツを
紹介します！

のどか

No.60

LOCO MAGA

MINAMI
ALPS

南アルプスのステキ情報気になるコト・大好きを
女子目線でいっぱいつめこみます。

  March 2018



平成30年 3月号

●
軽
自
動
車
等
の

　
適
切
な
廃
車
を
お
願
い
し
ま
す

　

軽
自
動
車
等
の
廃
車
に
つ
い
て
は
ナ
ン
バ
ー

を
返
却
し
、廃
車
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、他
人
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
は
名
義
変

更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
が
行
な
わ
れ
な
い
と
、翌
年
度
以
降
も

軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務
が
生
じ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、適
切
な
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
税
務
課　
電
話（
２
８
２
）７
３
７
９

お
知
ら
せ

●
防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

　
緊
急
情
報
の
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

実
施
日　
３
月
14
日（
水
）

時　
間　
11
時
頃

　
地
震・津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備

え
た
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト※

）を
用
い
た
訓
練
で
、南
ア
ル
プ
ス
市

以
外
の
地
域
で
も
様
々
な
手
段
を
用
い
て
情
報

伝
達
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
、国
か
ら
の
情
報
を
防
災

行
政
無
線
の
自
動
放
送
に
よ
り
お
伝
え
す
る
訓

練
を
行
な
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、地
震・津
波
や
武
力
攻
撃

　
等
の
緊
急
情
報
を
、国
か
ら
人
工
衛
星
等
を

　
通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

お
問
合
せ
／
防
災
危
機
管
理
室

電
話（
２
８
２
）６
４
９
４

●
国
民
健
康
被
保
険
者
証
の

　
更
新
時
期
で
す

　
現
在
お
手
元
に
あ
る
保
険
者
証
は
、有
効
期

限
が
平
成
30
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
の
新
し
い
保
険
者
証（
う
す
だ
い

だ
い
色
）は
、３
月
３
日
か
ら
順
次
、簡
易
書
留
で

郵
送
し
ま
す
。配
達
時
に
不
在
の
場
合
は
、「
郵

便
物
等
お
預
か
り
の
お
知
ら
せ
」が
置
か
れ
ま
す

の
で
、７
日
間
の
保
管
期
間
の
内
に
指
定
さ
れ
た

郵
便
局
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
局
の
保
管
期
間
が
過
ぎ
ま
す
と
、保
険

証
は
市
役
所
で
の
お
渡
し
と
な
り
ま
す
。詳
し
く

は
、国
保
年
金
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

資
格
管
理
が
都
道
府
県
単
位
に
な
る
た
め
、今

回
お
届
け
す
る
保
険
者
証
か
ら
都
道
府
県
名

（
山
梨
県
）が
表
示
さ
れ
ま
す
。

所
得
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。収
入
が
な
か
っ
た

方
や
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
も
、税
務
課
か
ら
お
送

り
し
た
市
県
民
税
の
申
告
書
を
お
忘
れ
な
く
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。収
入
の
な
い
世
帯
の
方
が
未

申
告
の
ま
ま
だ
と
、国
保
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ

ず
、入
院
中
の
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
な
か
っ
た
り
、

高
額
療
養
費
の
支
給
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課電

話（
２
８
２
）７
２
４
８

●
所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
平
成

29
年
中
の
所
得
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

●
平
成
30
年
度
交
通
災
害
共
済

　
加
入
申
込
に
つ
い
て

　
住
民
一
人
一
人
が
掛
金
を
出
し
合
い
、交
通

災
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、け
が
等
の
程

度
に
よ
っ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相
互
救

済
の
制
度
で
す
。

年
額
掛
金　
１
人
当
た
り 

５
０
０
円（
年
額
）

共
済
期
間　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

加
入
方
法　
送
付
し
ま
す「
交
通
災
害
共
済
加
入

　
申
込
書
」に
よ
り
、市
役
所
ま
た
は
市
が
指
定

　
す
る
金
融
機
関
に
掛
金
を
添
え
て
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

※

４
月
１
日
以
降
の
加
入
も
で
き
ま
す
。（
加
入

　
日
の
翌
日
か
ら
効
力
が
生
じ
ま
す
）

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

●
献
血
に
ご
協
力
を

　
午
前
と
午
後
で
献
血
会
場
が
変
わ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

実
施
日　
３
月
８
日（
木
）

時　
間　
10
時
〜
12
時

場　
所　
旧
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
駐

　
車
場

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
高
齢
者
福
祉
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、次
の
方

か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
田　
宗
雄　
様（
小
笠
原
）

１
，０
０
０
，０
０
０
円

　
教
育
振
興
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、次
の
方
か

ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
谷
川　
た
け
よ　
様（
東
京
都
）

１
，０
０
０
，０
０
０
円

●
健
診
申
込
書
を
送
付
し
ま
す

　
４
月
初
め
に
健
診
申
込
書
を
対
象
世
帯
へ
郵

送
し
ま
す
。世
帯
主
様
宛
に
送
付
し
ま
す
が
、対

象
と
な
る
ご
家
族
の
分
も
一
緒
の
申
込
書
と
な

っ
て
い
ま
す
。ご
家
族
で
必
ず
中
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

－１－

  

せ
ら
知
お

   
  

   

善
意



●
枝
の
焼
却
に
よ
る
火
災
の
防
止

　
農
業
を
営
む
た
め
に
果
樹
園
か
ら
発
生
す
る

剪
定
の
枝
を
や
む
を
得
ず
焼
却
す
る
場
合
は
、

火
災
予
防
条
例
に
よ
り
消
防
署
長
に
届
出
が
必

要
で
す
。届
出
先
は
市
消
防
本
部
、電
話
番
号

（
２
８
３
）０
１
１
９
番
で
す
。

　
ま
た
、焼
却
す
る
場
合
に
は
、次
の
事
項
に
留

意
し
、十
分
注
意
し
て
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
風
の
強
い
日
に
は
行
な
わ
な
い
こ
と
。

②
焼
却
場
所
を
離
れ
な
い
こ
と
。離
れ
る
時
は
完

●
３
月
の
乳
幼
児
健
康
相
談
の
日
程

実
施
日　
７
日（
水
）、14
日（
水
）、22
日（
木
）、

　
　
　
　
28
日（
水
）

※

21
日（
水
）は
実
施
し
ま
せ
ん
。22
日（
木
）に
振

　
替
え
ま
す
。

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル

内　
容　
保
健
師
、
栄
養
士
、
助
産
師
に
よ
る

　
相
談
な
ど

※

来
所
者
が
多
い
場
合
は
待
ち
時
間
が
長
く
な

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

●「
ひ
と
り
親
家
庭
入
進
学
支
度
金
」の

　
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　
平
成
30
年
４
月
に
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
へ

入
進
学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、市

か
ら
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限　
３
月
30
日（
金
）

申
請
場
所　
子
育
て
支
援
課

※

該
当
者（
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
）に
は
、

　
12
月
下
旬
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

※

通
知
が
届
か
な
い
方
で
該
当
と
思
わ
れ
る
場

　
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

●
３
月
の
妊
婦
健
康
相
談・

　
母
子
健
康
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　
７
日（
水
）、14
日（
水
）、22
日（
木
）、

　
　
　
　
28
日（
水
）

※

21
日（
水
）は
実
施
し
ま
せ
ん
。22
日（
木
）に
振

　
替
え
ま
す
。

時　
間　
９
時
〜
11
時

●
介
護
用
品
購
入
費
助
成
事
業
を

　
ご
利
用
の
方
へ

　

平
成
29
年
度（
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日
）に
購
入
さ
れ
た
分
の
申
請
は
、

平
成
30
年
４
月
６
日（
金
）が
締
め
切
り
と
な
り

ま
す
。な
お
、本
事
業
の
利
用
の
た
め
に
ご
提
出

い
た
だ
い
た
領
収
書
は
、医
療
費
控
除
に
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
４
７

●
平
成
30
年
４
月
か
ら
遊・湯
ふ
れ
あ
い

　
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
料
等
を

　
改
定
し
ま
す

　
遊・湯
ふ
れ
あ
い
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用

料
等
を
改
定
し
ま
す
。使
用
料
の
改
定
の
ほ
か
、

よ
り
利
用
者
の
方
に
使
い
や
す
い
よ
う
貸
出
し

区
分
を
見
直
し
、現
在
の「
午
前・午
後・夜
間
」か

ら
左
の
表
の
よ
う
に
２
時
間
単
位
に
よ
る
貸
出

し
に
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
都
市
計
画
課　電

話（
２
８
２
）６
３
９
４

　
遊・湯
ふ
れ
あ
い
公
園電

話（
２
８
２
）７
６
１
０

利　用　区　分

午前９時３０分から午前１１時３０分まで

１コートにつき
６１０円

１コートにつき
１，０２０円

午前１１時３０分から午後１時３０分まで

午後１時３０分から午後３時３０分まで

午後３時３０分から午後５時３０分まで

午後５時３０分から午後７時３０分まで

午後７時３０分から午後９時３０分まで

利　用　料　金

●
春
の
火
災
予
防
運
動

　
火
の
用
心　
こ
と
ば
を
形
に　
習
慣
に

　
（
平
成
29
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語
）

　
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
７
日
間
、春
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時
期
で
す
。火

災
予
防
の
意
識
を
高
め
、火
災
か
ら
尊
い
生
命

と
貴
重
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

　
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

　
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、衣
類
、カ
ー
テ
ン
は
、防
炎
品
を
使
用

　
す
る
。

○
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

○
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物（
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
方
の
み
）　

　
①
印
鑑　
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
ま

　
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

※

実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、必
ず
事
前

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

代
理
の
場
合
は
、後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦一般
健
康
診

　
査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

　
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

③
消
火
用
の
水
や
消
火
器
等
を
用
意
す
る
こ
と
。

④
日
中
で
作
業
を
す
べ
て
終
え
る
こ
と
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部
予
防
課

電
話(

２
８
２)

７
２
１
９

災
警
報
器
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
、訪
問
販
売
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器「
未
設
置
住
宅
へ

　
の
設
置
調
査・指
導
」実
施
の
お
知
ら
せ

　
消
防
本
部
で
は
、住
宅
用
火
災
警
報
器
が
未

設
置
の
住
宅
に
対
し
、調
査
お
よ
び
指
導
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、消
防
職
員
が
電
話
で
行
な
い
ま
す
が
、

確
認
が
取
れ
な
い
場
合
に
は
、訪
問
調
査
お
よ
び

指
導
を
行
な
い
ま
す
。

　
な
お
、調
査
に
際
し
、消
防
職
員
は
住
宅
用
火

－２－

  

せ
ら
知
お

   
  

   



　
農
業
を
営
む
た
め
に
果
樹
園
か
ら
発
生
す
る

剪
定
の
枝
を
や
む
を
得
ず
焼
却
す
る
場
合
は
、

火
災
予
防
条
例
に
よ
り
消
防
署
長
に
届
出
が
必

要
で
す
。届
出
先
は
市
消
防
本
部
、電
話
番
号

（
２
８
３
）０
１
１
９
番
で
す
。

　
ま
た
、焼
却
す
る
場
合
に
は
、次
の
事
項
に
留

意
し
、十
分
注
意
し
て
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
風
の
強
い
日
に
は
行
な
わ
な
い
こ
と
。

②
焼
却
場
所
を
離
れ
な
い
こ
と
。離
れ
る
時
は
完

募　
　

集

●
４
月
採
用
予
定

　
市
臨
時
職
員・嘱
託
職
員
募
集

職
種
お
よ
び
募
集
人
員
等

○
保
育
士　
若
干
名

●
富
士
山
五
合
目
自
然
解
説
員
募
集

　
富
士
山
五
合
目
周
辺
に
お
い
て
自
然
解
説
や

自
然
保
護
の
啓
発
を
す
る
自
然
解
説
員
を
募
集

●
不
動
産
無
料
相
談
会（
予
約
不
要
）

　
宅
建
協
会
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
不
安
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

開
催
日　
３
月
22
日（
木
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

電
話（
２
４
３
）４
３
０
０

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
募
集

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）の
先
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
件　
資
格
問
わ
ず
、年
齢
60
歳
ま
で
の

　
健
康
な
方

勤
務
地　
市
内
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
勤
務
先

　
の
相
談
可
）

勤
務
時
間　
左
記
開
所
時
間
内
で
シ
フ
ト
制

○
平　
日
：
授
業
終
了
後
〜
19
時

○
休
校
日（
長
期
休
み
等
）：
８
時
〜
19
時

賃　
金　
時
給
８
５
０
円（
条
件
に
よ
り
社
会
保

　
険
加
入
可
）

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

●
代
替
地
情
報
提
供
の
お
願
い

　
県
リ
ニ
ア
用
地
事
務
所
で
は
、沿
線
市
町
と
協
力

し
、代
替
地
情
報
の
収
集
を
行
なって
お
り
ま
す
。

　
収
集
し
た
代
替
地
情
報
に
つ
い
て
は
、リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
事
業
に
よ
り
土
地
を
提
供
い
た
だ

く
方
が
代
替
地
を
希
望
す
る
場
合
に
、県
が
実

施
す
る
用
地
交
渉
の
な
か
で
代
替
地
情
報
と
し

て
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
代
替
地
情
報
の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
、県
リ
ニ
ア
用
地
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
土
地　
境
界
や
所
有
権
な
ど
で
争
い
の
な

　
い
土
地
所
有
権
以
外
の
権
利（
抵
当
権
や
借

　
地
権
な
ど
）が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
土
地

必
要
情
報　
所
在
地・地
目（
公
簿・現
況
）・地
積・

　
所
有
者
名
義・土
地
の
状
況（
使
用
状
況・建
物
の

　
有
無
）・規
制
の
有
無（
市
街
化
調
整
区
域
な
ど
）

提
供
方
法　
県
リ
ニ
ア
用
地
事
務
所
に
ご
連
絡

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
の
特
例　
代
替
地
と
し
て
買
い
取
ら
れ
た
場

　
合
で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

　
て
は
、譲
渡
所
得
特
別
控
除（
限
度
額
１
，５

　
０
０
万
円
）の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

留
意
事
項　
情
報
を
い
た
だ
い
た
土
地
が
、必

　
ず
し
も
代
替
地
と
し
て
提
供
さ
れ
る
も
の
で

　
は
な
い
こ
と
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
県
リ
ニ
ア
用
地
事
務
所

電
話（
２
３
４
）５
９
４
７

●
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
運
動
に

　
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
毎
月
１
日
お
よ
び
15
日
は「
や
ま
な
し
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
ー
」で
す
。

　
公
共
交
通
を
利
用
す
る
こ
と
は
、交
通
渋
滞

の
緩
和
、大
気
汚
染
の
防
止
は
も
ち
ろ
ん
、公
共

交
通
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
特
に
、自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
な
ど

の
交
通
弱
者
に
と
っ
て
は
、公
共
交
通
は
、生
活

を
支
え
る
重
要
な
移
動
手
段
で
あ
り
ま
す
が
、運

賃
収
入
で
運
行
さ
れ
て
い
る
公
共
交
通
は
、利
用

し
な
け
れ
ば
存
続
で
き
ず
、こ
れ
以
上
の
利
用
者

の
減
少
は
、さ
ら
な
る
バ
ス
路
線
の
廃
止
や
、バ

ス・電
車
の
減
便
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
が
マ
イ
カ
ー
で
移
動
す
る
機
会
の

う
ち
、わ
ず
か
月
１
回
を
バ
ス
や
鉄
道
で
の
移
動

に
転
換
す
る
だ
け
で
も
、利
用
者
は
大
幅
に
増
加

し
ま
す
。

　
『
乗
っ
て
守
ろ
う
公
共
交
通
！ 

　

  

乗
っ
て
育
て
よ
う
公
共
交
通
！
』

　
こ
の
機
会
に
身
の
ま
わ
り
の
公
共
交
通
の
存

在
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、交
通
渋
滞
緩
和
や
大
気
環
境
保
全
、

健
康
増
進
な
ど
の
た
め
に
、徒
歩
や
自
転
車
利
用
を

進
め
る
こ
と
も
、ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
目
的
で
す
。

お
問
合
せ
／
県
交
通
政
策
課　

　
　
　
　
　
電
話（
２
２
３
）１
６
６
５

　
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

③
消
火
用
の
水
や
消
火
器
等
を
用
意
す
る
こ
と
。

④
日
中
で
作
業
を
す
べ
て
終
え
る
こ
と
。

お
問
合
せ
／
消
防
本
部
予
防
課

電
話(

２
８
２)

７
２
１
９

○
看
護
師（
保
育
所
勤
務
）　
若
干
名

○
家
庭
相
談
員　
１
名

○
道
路
環
境
整
備
員　
１
名

○
調
理
員（
給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務
）　
若
干
名

○
調
理
員（
保
育
所
勤
務
）　
１
名

○
児
童
厚
生
員　
若
干
名

○
介
護
認
定
調
査
員　
若
干
名

募
集
期
間　
３
月
１
日（
木
）〜
９
日（
金
）

試
験
日　
３
月
23
日（
金
）頃
に
実
施
予
定

※

募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
、３
月
１
日（
木
）

　
か
ら
人
事
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
人
事
課　電

話（
２
８
２
）６
０
８
４

し
ま
す
。

募
集
人
員　
20
名
程
度

勤
務
期
間　
５
月
１
日
〜
10
月
31
日

※

事
務
局
の
要
請
に
応
じ
て
勤
務

勤
務
時
間　
９
時
〜
16
時
30
分

勤
務
地　
富
士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー

賃　
金　
日
給 

７
，４
５
０
円

申　
込　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、書

　
類
を
添
付
の
う
え
、郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い
。

締　
切　
３
月
９
日（
金
）当
日
消
印
有
効

※

詳
し
い
内
容
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

　
る
か
、電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／

　
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護

　
組
合 

森
林
事
業
部 

森
林
文
化
課

電
話
０
５
５
５（
２
２
）３
３
５
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.onshirin.jp/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shinrinbunka@
onshirin.jp

無
料
相
談

－３－

  
   

  

せ
ら
知
お

   
  

   

募
集

談
相
料
無



●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会（
要
予
約
）

　
ご
本
人
や
ご
家
族
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
不
安
が
原
因
で
次
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、困

り
事
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
の
相
談
を
精
神

科
医
が
お
受
け
し
ま
す
。

・
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
。意
欲
が
な
い
。

・
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
。

・
飲
酒
が
原
因
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
。

開
催
日　
３
月
７
日（
水
）

時　
間　
15
時
〜
17
時　

場　
所　
予
約
の
際
に
相
談
し
や
す
い
場
所
を

　
確
認
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。

※

最
初
に
、簡
単
に
相
談
内
容
を
聞
き
取
り
ま
す
。

※

相
談
会
以
外
で
も
、随
時
相
談
を
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

電
話（
２
８
２
）７
２
５
０

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

　
家
族
が
も
し
か
し
て
認
知
症
か
も
、認
知
症
の

家
族
の
介
護
が
つ
ら
い
、近
所
の
認
知
症
の
人
に

ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、ひ
と
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　
毎
週
水
曜
日

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※

相
談
日
以
外
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
３
９

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日

開
催
日　
３
月
14
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
白
根
げ
ん
き
館

※

認
知
症
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」も
同
時
開

　
催
し
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

※

予
約
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 

名
取

電
話
０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会（
予
約
優
先
）

　
成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
、精
神
障
害
、知

的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
が
、財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
様
々
な
契

約
等
を
行
な
う
と
き
に
、判
断
が
む
ず
か
し
く

不
利
益
を
被
る
こ
と
等
を
防
ぎ
、権
利
と
財
産

を
守
り
、支
援
す
る
制
度
で
す
。

開
催
日　
３
月
20
日（
火
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

時　
間　
19
時
〜
21
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
３
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

定　
員　
20
名

④
特
別
観
望
日「
三
日
月
と
春
の
星
座
を
観
る
会
」

　
三
日
月
と
東
の
空
に
昇
り
始
め
た
春
の
星
座

を
観
察
し
ま
す
。

開
催
日　
３
月
24
日（
土
）

時　
間　
20
時
〜
21
時

場　
所　
ふ
る
さ
と
天
文
館

受
講
料　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

⑤
甲
州
凧
作
り
教
室

　

手
作
り
の
凧
を
作
っ
て
４
月
29
日（
日
）の
甲

州
凧
上
げ
ま
つ
り
で
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
４
月
15
日（
日
）

時　
間　
午
前
の
部（
９
時
〜
12
時
）・

　
　
　
　
午
後
の
部（
１３
時
〜
16
時
）

場　
所　
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
無
料

定　
員　
午
前
の
部・午
後
の
部　
各
20
名

★
事
前
に
凧
キ
ッ
ト
を
配
布
し
、絵
な
ど
を
書
い
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。サ
イ
ズ
は
次
か
ら
選
べ
ま
す
。

　
Ａ
凧（
45㎝×

30㎝
）ま
た
は
Ｂ
凧（
95㎝×

65㎝
）

配
布
日　
３
月
22
日（
木
）〜

配
布
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時

配
布
場
所　
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※

各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。

※

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
開
講
で
き
な
い
こ

　
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

　
　
　
　
フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）６
４
２
７

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
結
婚
相
手
の
紹
介
と

相
談
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　
３
月
18
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
20
時

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　
件　
男
性
50
才
、女
性
45
才
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　
印
鑑
、ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

●
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　
市
民
向
け
各
種
相
談
会

結
婚
相
談（
登
録
制
）

●
出
張
ふ
く
し
相
談
会
開
催

　
ふ
く
し
の
専
門
相
談
員（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）が
相
談
に

応
じ
ま
す
。相
談
無
料
、秘
密
厳
守
！
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
３
月
20
日（
火
）

時　
間　
10
時
〜
12
時

場　
所　
西
野
松
聲
堂

※

相
談
会
以
外
で
も
常
時
相
談
を
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
く
し
相
談
支

　
援
セ
ン
タ
ー　
　

   

電
話（
２
８
４
）７
８
３
０

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

受
付
期
間　
３
月
１
日（
木
）〜
３
月
９
日（
金
）

※

な
お
、申
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、受
付

　
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
け
付
け
ま
す
。

①
初
め
て
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
教
室

　
日
々
の
健
康
維
持
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
お
す

す
め
で
す
。初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
参
加
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

開
催
日　
３
月
16
日（
金
）、23
日（
金
） 

全
２
回

時　
間　
19
時
30
分
〜
20
時
30
分　

場　
所　
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

②
マ
ク
ラ
メ
編
み
で
テ
ー
ブ
ル
マ
ッ
ト
作
り
教
室

　
マ
ク
ラ
メ
編
み
と
は
紐
を
結
ぶ
こ
と
を
繰
り

返
し
な
が
ら
模
様
や
刺
繍
を
す
る
手
芸
で
す
。

開
催
日　
３
月
19
日（
月
）、26
日（
月
） 

全
２
回

時　
間　
19
時
〜
21
時

場　
所　
教
育
委
員
会

受
講
料　
１
，６
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

定　
員　
20
名

③
美
味
し
い
珈
琲
教
室

　
講
義
の
後
、ペ
ー
パ
ー
ド
リ
ッ
プ
で
実
際
に
珈

琲
を
淹
れ
ま
す
。美
味
し
い
珈
琲
の
香
り
と
味
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
３
月
20
日（
火
）

●
生
涯
学
習
講
座

無
料
法
律
相
談

　
相
続
、土
地・不
動
産
、借
金
、離
婚
な
ど
の
法

律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会（
予
約
優
先
１
人
50
分・３
月
１

　
日
予
約
開
始
）

開
催
日　
３
月
15
日（
木
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　
件　
市
内
在
住

○
弁
護
士
会（
予
約
制
１
人
30
分・３
月
１
日
予

　
約
開
始
）

開
催
日　
３
月
23
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
市
役
所
本
庁
舎

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

開
催
日　
３
月
９
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談

要　
件　
市
内
在
住  

予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

相
談
員　
社
会
福
祉
士

申
込・お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
７
２
２

－４－

談
相
料
無

ト
ン
ベ
イ



●
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　
活
動
報
告
会

　
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
内
で
行
な

わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
報
告
会
で
す
。

　
県
立
巨
摩
高
、白
根
高
、山
梨
大
学
、京
都
大

学
院
等
、学
生
た
ち
に
よ
る
調
査
研
究
報
告
お

よ
び
市
民
に
よ
る
自
然
環
境
保
全
活
動
を
報
告

し
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
つ
か
い
み
ち
を
市
民

の
皆
さ
ん
で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
催
日　
３
月
10
日（
土
）

時　
間　
13
時
30
分
〜（
受
付
13
時
〜
）

場　
所　
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

参
加
費　
無
料

お
問
合
せ
／

　
観
光
商
工
課　
　
　
電
話（
２
８
２
）７
２
６
１

　
み
ど
り
自
然
課　
　
電
話（
２
８
２
）７
２
５
９

時　
間　
19
時
〜
21
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
３
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

定　
員　
20
名

④
特
別
観
望
日「
三
日
月
と
春
の
星
座
を
観
る
会
」

　
三
日
月
と
東
の
空
に
昇
り
始
め
た
春
の
星
座

を
観
察
し
ま
す
。

開
催
日　
３
月
24
日（
土
）

時　
間　
20
時
〜
21
時

場　
所　
ふ
る
さ
と
天
文
館

受
講
料　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

⑤
甲
州
凧
作
り
教
室

　

手
作
り
の
凧
を
作
っ
て
４
月
29
日（
日
）の
甲

州
凧
上
げ
ま
つ
り
で
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
４
月
15
日（
日
）

時　
間　
午
前
の
部（
９
時
〜
12
時
）・

　
　
　
　
午
後
の
部（
１３
時
〜
16
時
）

場　
所　
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
無
料

定　
員　
午
前
の
部・午
後
の
部　
各
20
名

★
事
前
に
凧
キ
ッ
ト
を
配
布
し
、絵
な
ど
を
書
い
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。サ
イ
ズ
は
次
か
ら
選
べ
ま
す
。

　
Ａ
凧（
45㎝×

30㎝
）ま
た
は
Ｂ
凧（
95㎝×

65㎝
）

配
布
日　
３
月
22
日（
木
）〜

配
布
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時

配
布
場
所　
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※

各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。

※

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
開
講
で
き
な
い
こ

　
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

　
　
　
　
フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）６
４
２
７

受
付
期
間　
３
月
１
日（
木
）〜
３
月
９
日（
金
）

※

な
お
、申
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、受
付

　
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
け
付
け
ま
す
。

①
初
め
て
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
教
室

　
日
々
の
健
康
維
持
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
お
す

す
め
で
す
。初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
参
加
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

開
催
日　
３
月
16
日（
金
）、23
日（
金
） 

全
２
回

時　
間　
19
時
30
分
〜
20
時
30
分　

場　
所　
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

受
講
料　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

②
マ
ク
ラ
メ
編
み
で
テ
ー
ブ
ル
マ
ッ
ト
作
り
教
室

　
マ
ク
ラ
メ
編
み
と
は
紐
を
結
ぶ
こ
と
を
繰
り

返
し
な
が
ら
模
様
や
刺
繍
を
す
る
手
芸
で
す
。

開
催
日　
３
月
19
日（
月
）、26
日（
月
） 

全
２
回

時　
間　
19
時
〜
21
時

場　
所　
教
育
委
員
会

受
講
料　
１
，６
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

定　
員　
20
名

③
美
味
し
い
珈
琲
教
室

　
講
義
の
後
、ペ
ー
パ
ー
ド
リ
ッ
プ
で
実
際
に
珈

琲
を
淹
れ
ま
す
。美
味
し
い
珈
琲
の
香
り
と
味
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
３
月
20
日（
火
）

●
第
15
回 

南
ア
ル
プ
ス
市

　
甲
州
凧
上
げ
ま
つ
り

開
催
日　
４
月
29
日（
日
） 

雨
天
中
止

時　
間　
10
時
〜
15
時

場　
所　
釜
無
川（
三
郡
橋
上
流
８
０
０ｍ
付
近

　
の
右
岸
河
川
敷
）

配
布
開
始　
３
月
22
日（
木
）〜

配
布
場
所　
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

配
布
個
数

　
Ａ
凧（
45㎝×

30㎝
）１
０
０
セ
ッ
ト

　
Ｂ
凧（
95㎝×

65㎝
）30
セ
ッ
ト

　
Ｃ
凧（
１
８
２㎝×

１
２
２㎝
）10
セ
ッ
ト

※

各
サ
イ
ズ
１
人
１
セ
ッ
ト
限
り

※

作
り
方
が
わ
か
ら
な
い
方
は
４
月
15
日（
日
）

●
ア
レ
ル
ギ
ー
市
民
公
開
講
座

　
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
の
先
生
が「
ス
ギ
花
粉
症
」、

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」、「
気
管
支
喘
息
」に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
い
講
演
を
行
な
い
ま
す
。

開
催
日　
３
月
10
日（
土
）

時　
間　
14
時
〜
15
時
55
分　

場　
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和

お
問
合
せ
／
山
梨
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科・

　
頭
頸
部
外
科
医
局　
電
話（
２
７
３
）６
７
６
９

凧
キ
ッ
ト
の
配
布

●
南
ア
ル
プ
ス
市
ス
ポ
ー
ツ
ラ
リ
ー
大
会

　
６
種
類
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。上
位
入
賞
者
に

は
豪
華
景
品
も
あ
り
ま
す
。

開
催
日　
３
月
25
日（
日
）

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時（
予
定
）

場　
所　
若
草
体
育
館
、グ
ラ
ウ
ン
ド

申　
込　
申
込
用
紙
に
記
入
し
提
出

※

詳
し
く
は
、各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー・図
書

　
館
等
に
設
置
の
申
込
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●【
無
料
】健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

高
齢
者
向
き
の
リ
ズ
ム
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ

等
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
３
月
10
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

対　
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費　
無
料
、送
迎
バ
ス
有
り（
要
問
い
合
わ
せ
）

持
ち
物　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

●【
無
料
】ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開
催
日　
３
月
８
日（
木
）、22
日（
木
）

時　
間　
20
時
〜
21
時
30
分

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

申　
込　
不
要

●
や
ま
な
み
の
湯
の
イ
ベ
ン
ト

①
オ
イ
ル
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ・成
長
カ
レ
ン

　
ダ
ー
作
り（
要
予
約
）

開
催
日　
３
月
12
日（
月
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

対　
象　
２
ヵ
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

　
と
マ
マ

参
加
費　
１
，２
０
０
円

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、写
真
２
〜
３
枚

申　
込　
担
当 

内
藤

　
　
　
　
電
話 

０
９
０（
５
４
９
５
）６
１
０
０

②
耳
つ
ぼ・ヘッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

開
催
日　
３
月
１
日（
木
）、15
日（
木
）

時　
間　
14
時
〜
18
時

場　
所　
や
ま
な
み
の
湯

参
加
費　
１
，０
０
０
円

お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯

電
話（
２
８
０
）３
３
４
０

　
生
涯
学
習
講
座
で
甲
州
凧
作
り
教
室
を
開
催

　
し
ま
す
の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

ま
つ
り
当
日
は
貸
出
用
凧
を
用
意
し
ま
す
。

　
（
先
着
10
名
程
度
）

お
問
合
せ
／
甲
州
凧
上
げ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
甲
西
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

電
話（
２
８
２
）３
１
２
０

持
ち
物　
タ
オ
ル
、屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

申
込・お
問
合
せ
／
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
事
務
局（
生
涯
学
習
課
）電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

－５－

ト
ン
ベ
イ



●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

①
市
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン

　

個
人
や
市
民
団
体
の
み
な
さ
ん
の
情
報
交
換

サ
ロ
ン
。こ
れ
ま
で
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
を
行
な
っ
て
き
た
人
や
、今
か
ら
や
り
た
い
人
、

や
っ
て
み
た
い
人
た
ち
、参
画
し
た
い
人
た
ち
で

企
画
を
磨
き
あ
げ
、交
流
連
携
を
進
め
ま
す
。

開
催
日　
３
月
６
日（
火
）

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

②
第
６
回
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
市
民
活
動
や
自
治
会
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

の
調
査
や
、本
年
度
テ
ー
マ
型
活
動
助
成
事
業
で

行
な
わ
れ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
３
月
16
日（
金
）

時　
間　
19
時
〜

場　
所　
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

内　
容　

〇
基
調
講
演

　
山
梨
県
立
大
学
理
事　
佐
藤 

文
昭
氏

　
「
多
様
な
つ
な
が
り
か
ら
新
た
な
る
協
働
の
ま

　
ち
へ
〜
地
域
の
可
能
性
を
考
え
る（
仮
）〜
」

③
特
別
企
画
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
第
33
回
さ
ら
り
と
音
楽
談
義　

　
〜
水
と
音
楽
〜

　
市
内
在
住
の
音
楽
家
、藤
原
義
章
さ
ん（
指
揮
、

ビ
オ
ラ
）が
、「
音
楽
は
森
羅
万
象
に
通
じ
る
」を

テ
ー
マ
に
、演
奏
や
お
茶
を
交
え
て
、さ
ま
ざ
ま

な
事
柄
を
モ
チ
ー
フ
に
展
開
す
る
気
楽
な
音
楽

談
話
会
で
す
。

開
催
日　
３
月
20
日（
火
）

時　
間　
19
時
〜

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

主　
催　
さ
と
や
ま
ダ
モ
ー
レ

申
込・お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

●
南
ア
ル
プ
ス
市
国
際
交
流
協
会

　
「
交
流
ひ
ろ
ば
」

　
南
ア
ル
プ
ス
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、会
員
、

●
南
ア
ル
プ
ス
歴
史
講
座「
土
偶
の
学
校
」

　
第
２
回「
土
偶
界
へ
よ
う
こ
そ

　
〜
私
の
考
え
る
鋳
物
師
屋
土
偶
〜
」

　
「
子
宝
の
女
神
ラ
ヴ
ィ
」を
は
じ
め
、山
梨
の
土

偶
、南
ア
ル
プ
ス
市
の
土
偶
に
つ
い
て
、リ
レ
ー

講
座
を
開
催
し
、そ
の
価
値
を
探
り
ま
す
。そ
の

第
２
回
目
。土
偶
女
子
と
し
て
著
書
に
テ
レ
ビ
に

人
気
の
講
師
で
す
。

開
催
日　
３
月
18
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
頃

場　
所　
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

講　
師　
譽
田 

亜
紀
子（
土
偶
女
子
）

定　
員　
45
名（
要
申
込
、先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
込・お
問
合
せ
／
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館

電
話（
２
８
２
）７
４
０
８

●
第
30
回
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ・

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

　
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
ず
、楽
し
み
な
が
ら
交
流
を

深
め
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。個
人・

グ
ル
ー
プ
、初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

詳
細
は
市
体
育
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

開
催
日　
５
月
13
日（
日
）、19
日（
土
）、20
日（
日
）、

　
27
日（
日
）、６
月
10
日（
日
）

種　
目　
21
種
目

申　
込　
３
月
10
日（
土
）締
切

申
込・お
問
合
せ
／
市
体
育
協
会

電
話（
２
３
６
）８
５
５
５

●「
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
桜
ま
つ
り
」

　
に
つ
い
て

　
ち
ょっ
と
早
い
で
す
が…

陽
気
が
暖
か
く
な
れ

ば
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
お
花
見
を
し
ま
せ
ん
か
？

●
第
７
回
湧
暇
李
市（
ユ
ウ
カ
リ
イ
チ
）

　

春
〜
秋
ま
で
、毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
予

定
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。新
規
出
店
者
も

募
集
中
で
す
。「
小
野 

智
久 

ハ
ワ
イ
の
写
真
展
」

を
同
時
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
３
月
18
日（
日
）

時　
間　
11
時
〜
16
時

場　
所　
湧
暇
李
の
里 

樹
園

出
店
予
定　
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
商
品
、飲
食
品
、輪

　
投
げ
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
等

申
込・お
問
合
せ
／
樹
園電

話（
２
８
５
）４
１
３
１

●
安
藤
家
住
宅
の
イ
ベ
ン
ト

　
文
化
財
を
守
れ

　
「
電
撃
け
も
の
大
作
戦
」

　
市
内
で
生
息
域
を
広
げ
て
い
る
特
定
外
来
生

物『
ア
ラ
イ
グ
マ
』。

　
昨
年
実
施
さ
れ
た
安
藤
家
で
の
捕
獲・防
除
事

業
の
様
子
を
題
材
に
獣
害
対
策
と
文
化
財
保
護

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

〇
事
業
報
告

①
森
の
劇
場
特
別
公
演
鑑
賞
会
／
森
の
劇
場

②
こ
ど
も
け
も
の
学
校
／
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス

　
コ
エ
コ
パ
ー
ク
こ
ど
も
け
も
の
ク
ラ
ブ

③
音
の
マ
ル
シ
ェ
〜
カ
フ
ェ
気
分
な
音
楽
会
〜

　
／
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ

〇
そ
の
他
の
事
業
報
告

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
段
差
解
消
事
業
／
支
え
あ

　
う
会
ピ
ー
チ
＆
グ
レ
ー
プ・市
建
設
部

在
住
外
国
人
と
の
親
睦
、周
知
活
動
と
し
て「
交

流
ひ
ろ
ば
」を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
３
月
24
日（
土
）

時　
間　
昼
頃

場　
所　
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
市
国
際
交
流
協
会

電
話（
２
８
０
）８
３
４
５

　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
桜
の
開
花
時
期
に

あ
わ
せ
、「
桜
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。開
催
期

間
中
は
、園
内
約
５
５
０
本
も
の
各
種
桜
が
満
開

と
な
り
、中
央
コ
ン
コ
ー
ス
の
桜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
が
さ
れ
る
ほ
か
、飲
食
売
店
も
出
店
し
ま
す
。

　
ま
た
、期
間
中
は
公
園
内
の
指
定
場
所
に
限

り
、火
気
の
使
用
も
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
、ご
来
園
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
の
約
１
週
間

　
（
予
定
）

場　
所　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
メ
イ
ン
コ
ン
コ

　
ー
ス

内　
容　

公
園
内
火
気
使
用
許
可（
指
定
場
所

　
に
限
り
ま
す
）、飲
食
売
店
の
出
店
、夜
桜
ラ
イ

　
ト
ア
ッ
プ

そ
の
他　
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、小
瀬
ス
ポ
ー
ツ

　
公
園
第
２
駐
車
場（
24
時
間
開
放
）を
除
く
全

　
て
の
駐
車
場
は
営
業
時
間
内
の
み
開
放
と
な

　
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園（
公
益
財
団

　
法
人 

山
梨
県
体
育
協
会
）

電
話（
２
４
３
）３
１
１
１

　

当
日
は
安
藤
家
住
宅
の
土
蔵
を
開
放
。プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
講
師
か
ら
の
説
明
を

聞
く
と
と
も
に
、セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
と
い
っ
た
最

新
機
器
の
使
用
方
法
等
も
学
び
ま
す
。

開
催
日　
３
月
11
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜

場　
所　
安
藤
家
住
宅（
西
南
湖
４
３
０
２
）

講　
師　
甲
斐
け
も
の
社
中 

専
門
員

　
　
　
　
岩
下
ひ
か
り 

さ
ん

参
加
費　
３
０
０
円（
安
藤
家
住
宅
入
館
料
）

定　
員　
40
名（
要
申
込・先
着
順
）

締　
切　
３
月
９
日（
金
）12
時
ま
で

申
込・お
問
合
せ
／
文
化
財
課

　
電
話（
２
８
２
）７
２
６
９

－６－

ト
ン
ベ
イ



●
耳
の
日
記
念
講
演
会

開
催
日　
３
月
４
日（
日
）

時　
間　
13
時
開
場

場　
所　
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階

内　
容　

①
記
念
講
演

　
「
難
聴
の
治
療 ―

補
聴
器・人
工
内
耳―

」

　
山
梨
大
学
医
学
部 

助
教　
遠
藤　
周
一
郎

②
相
談
会（
14
時
30
分
〜
15
時
）

お
問
合
せ
／
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
山
梨
県
地

　
方
部
会
事
務
局　
　
電
話（
２
７
３
）９
７
６
５

　
ち
ょっ
と
早
い
で
す
が…

陽
気
が
暖
か
く
な
れ

ば
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
お
花
見
を
し
ま
せ
ん
か
？

●
甲
西
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
団
員
募
集

　
私
た
ち
と
一
緒
に
空
手
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。見
学
、体
験
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

練
習
日　
水
曜
日
、木
曜
日
、日
曜
日

時　
間　
18
時
〜
20
時

場　
所　
南
湖
小
学
校

対　
象　
年
長
か
ら
一
般
ま
で

団　
費　
２
，０
０
０
円

お
問
合
せ
／
指
導
員 

長
田
一
也

電
話
０
９
０（
４
０
２
５)

４
８
５
９

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
コ
モ
ン
セ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ

　
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
講
座

　
《
怒
る
、叩
く
の
し
つ
け
か
ら
、ほ
め
る
、練
習

す
る
、励
ま
す
の
し
つ
け
へ
》

開
催
日　
３
月
４
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
　
（
13
時
10
分
受
付
開
始
）

場　
所　
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

内　
容　
子
ど
も
に「
し
て
は
ダ
メ
」で
は
な
く
、

　
「
こ
う
す
る
ん
だ
よ
」と
教
え
る
方
法
を
大
人（

　
親
）が
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

対　
象　
２
歳
〜
７
歳
頃
ま
で
の
保
護
者
、ペ
ア

　
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
心
の
あ
る
方

参
加
費　
無
料

※

会
場
で
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

講　
師　
松
本
千
賀
子
氏

※

託
児
有
り
。申
し
込
み
時
に
、子
ど
も
の
年
齢
、

　
名
前
、保
護
者
の
連
絡
先
を
必
ず
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。（
有
料
、予
約
制
、人
数
に
限
り
あ
り
）

申
込・お
問
合
せ
／Foster  Life

電
話
０
５
０（
７
１
１
６
）８
４
９
１

メ
ー
ル fosterlife01@

gm
ail.com

●
南
ア
ル
プ
ス
Ａ
Ｃ 

入
団
員
募
集

　
走
る
の
が
好
き
、跳
ぶ
の
が
好
き
、そ
ん
な
小

学
生
集
ま
れ
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
で
あ
る
動
き
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
陸
上
競
技
。楽
し
み
な
が
ら
、体
力
、技

術
が
ど
ん
ど
ん
身
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。

　
専
門
知
識
を
持
っ
た
コ
ー
チ
た
ち
が
優
し
く
、

楽
し
く
、わ
か
り
や
す
く
指
導
し
て
い
ま
す
。ま

ず
は
見
学
、体
験
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
ふ
た
ご
の
会 

w
i
t
h
 

　
あ
ん
ふ
ぁ
ん
ね
っ
と（
要
予
約
）

　
双
子
マ
マ
同
士
で
悩
み
を
共
有
し
、交
流
す
る

場
を
先
輩
双
子
マ
マ
の
企
画
で
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
３
月
６
日（
火
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

場　
所　
あ
ん
ふ
ぁ
ん
ワ
ー
ル
ド

●
パ
パ
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

　
忙
し
い
パ
パ
で
も
、赤
ち
ゃ
ん
と
短
時
間
で
濃

密
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？
肌
と
肌
か
ら
お

互
い
の
存
在
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、赤
ち
ゃ
ん
の

喜
ぶ
姿
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
３
月
25
日（
日
）

時　
間　
10
時
30
分
〜
12
時　

場　
所　
あ
ん
ふ
ぁ
ん
ワ
ー
ル
ド

講　
師　
加
茂 

友
香

参
加
費　
１
，０
０
０
円（
父
子
１
組
）

定　
員　
15
組

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、タ
オ
ル
、水
分
、着
替
え

申
込・お
問
合
せ
／
あ
ん
ふ
ぁ
ん
ね
っ
と

電
話（
２
６
９
）７
５
６
８

対　
象　
小
学
１
年
生
〜
６
年
生

練
習
日　
毎
週
月
曜
日・水
曜
日

時　
間　
19
時
〜
20
時
30
分

場　
所　

　
月
曜
日　
櫛
形
総
合
公
園
西
側
芝
生
広
場　

　
水
曜
日　
櫛
形
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

※

詳
細
は
南
ア
ル
プ
ス
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
Ａ
Ｃ 

監
督 

相
川

電
話
０
９
０（
３
０
６
０
）６
１
５
３

　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
桜
の
開
花
時
期
に

あ
わ
せ
、「
桜
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。開
催
期

間
中
は
、園
内
約
５
５
０
本
も
の
各
種
桜
が
満
開

と
な
り
、中
央
コ
ン
コ
ー
ス
の
桜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
が
さ
れ
る
ほ
か
、飲
食
売
店
も
出
店
し
ま
す
。

　
ま
た
、期
間
中
は
公
園
内
の
指
定
場
所
に
限

り
、火
気
の
使
用
も
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
、ご
来
園
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
の
約
１
週
間

　
（
予
定
）

場　
所　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
メ
イ
ン
コ
ン
コ

　
ー
ス

内　
容　

公
園
内
火
気
使
用
許
可（
指
定
場
所

　
に
限
り
ま
す
）、飲
食
売
店
の
出
店
、夜
桜
ラ
イ

　
ト
ア
ッ
プ

そ
の
他　
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、小
瀬
ス
ポ
ー
ツ

　
公
園
第
２
駐
車
場（
24
時
間
開
放
）を
除
く
全

　
て
の
駐
車
場
は
営
業
時
間
内
の
み
開
放
と
な

　
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園（
公
益
財
団

　
法
人 

山
梨
県
体
育
協
会
）

電
話（
２
４
３
）３
１
１
１

●
第
５
回
か
い
ぶ
ら
り
語
り
セ
ミ
ナ
ー

 

「
来(

ら
い)

ぶ
ら
り
寄
席
」

　

山
梨
落
語
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
落
語
、

大
喜
利
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。立
川
流
真

打
の
立
川
キ
ウ
イ
師
匠
が
友
情
出
演
し
ま
す
。

開
催
日　
３
月
３
日（
土
）

時　
間　
13
時
30
分
〜

場　
所　
県
立
図
書
館　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加・申
込　
入
場
無
料　
申
込
不
要

●
シ
ネ
マ
か
い
ぶ
ら
り
名
作
ナ
イ
ト

 

「
恐
怖
の
報
酬
」

　
大
人
向
け
の
映
画
上
映
会
で
す
。

開
催
日　
３
月
９
日（
金
）

時　
間　
18
時
〜

場　
所　
県
立
図
書
館 

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加・申
込　
入
場
無
料　
申
込
不
要

お
問
合
せ
／
県
立
図
書
館　電

話（
２
５
５
）１
０
４
０

－７－

ら
か
民
市

ト
ン
ベ
イ



●
御
崎
桜
と
富
士
を
眺
め
る
宴

開
催
日　
４
月
７
日（
土
）

時　
間　
11
時
〜
14
時

場　
所　
天
空
舎（
上
宮
地
２
２
４
１‒

１
）

内　
容　
御
崎
神
社
に
咲
く
巨
木
の
桜
と
富
士

　
山
を
眺
め
な
が
ら
、ワ
イ
ン
と
お
つ
ま
み
の
天

　
ぷ
ら
を
楽
し
む
宴

参
加
費　
２
，５
０
０
円（
要
申
込
）

申
込・お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
い
や
し
の
里 

　
飯
島　
　
電
話
０
９
０（
６
７
０
５
）７
１
９
３

　
メ
ー
ル　

minami.alps.tenqoosha@gmail.com

●
春
の
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
遊・湯
ふ
れ
あ
い
公
園 

後
楽
園
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、期
間
中
に
入
会
す
る
お
友
達
を
ご
紹
介

し
て
頂
く
と
毎
月
の
会
費
が
お
二
人
と
も
割
引

に
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。お
友
達

と
一
緒
に
楽
し
く
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

期　
間　
３
月
１
日（
木
）〜
４
月
30
日（
月
）

内　
容　
温
泉・ジ
ム・フ
ィッ
ト
ネ
ス
が
利
用
で

　
き
る
個
人
会
員
の
月
会
費
が
通
常
６
，０
０
０

　
円
か
ら
５
，３
０
０
円
に
割
引
さ
れ
ま
す
。

お
問
合
せ
／
遊・湯
ふ
れ
あ
い
公
園　
後
楽
園
ス

　
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

   

電
話（
２
８
２
）７
６
１
０

●
少
林
寺
拳
法
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
募
集

指
導
方
針（
少
林
寺
拳
法
の
練
習
を
通
じ
て
）

〇
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
、あ
き
ら
め
な
い
人

〇
自
分
の
考
え
を
はっ
き
り
言
え
て
行
動
で
き
る
人

〇
正
義
感
と
勇
気
と
思
い
や
り
を
も
っ
て
行
動

　
で
き
る
人

練
習
日　
水
、金　
20
時
10
分
〜
21
時

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）

参
加
費　
１
，０
０
０
円
／
毎
月　

　
　
　
　
４
，０
０
０
円
／
年
１
回
の
み

対　
象　
小
１
〜
高
校
生

お
問
合
せ
／
支
部
長 

内
藤
高
正

電
話 

０
９
０（
３
２
４
３
）２
０
６
９

●
映
画「
命
の
こ
と
づ
け
」を
観
る
会

　
東
日
本
大
震
災
は
障
害
者
に
と
っ
て
、辛
い
現

実
を
教
え
て
く
れ
た
。自
分
の
命
を
守
る
た
め
に

何
が
必
要
か
、映
画
を
観
て
考
え
る
会
を
企
画

し
ま
し
た
。ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
３
月
４
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時　

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

申　
込　
不
要（
無
料
）

申
込・お
問
合
せ
／
南
ア
市
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
災
害
弱
者
の
支
援
を
考
え
る
会 

時
田
眞
男

電
話
０
８
０（
６
６
６
３
）０
５
７
２

●
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
樹
植
付
体
験

　
と
ラ
ン
チ

開
催
日　
３
月
18
日（
日
）

時　
間 

９
時
〜
12
時（
作
業
進
捗
状
況
で
ラ
ン

　
チ
時
間
前
後
有
）

場　
所　
天
空
舎（
上
宮
地
２
２
４
１‒

１
）

内　
容 

赤
ワ
イ
ン
原
料
種
カ
ベ
ル
ネ
ソ
ー
ビ

　
ニ
ョ
ン
樹
の
植
付
、高
台
の
景
色
を
見
な
が
ら

　
天
む
す
ラ
ン
チ

参
加
費　
１
，０
０
０
円（
要
申
込
）

家
庭
で
、地
域
で

備
え
ま
し
ょ
う

家
庭
で
、地
域
で

備
え
ま
し
ょ
う

●
家
屋
の
耐
震
化

●
家
具
の
転
倒
防
止

●
簡
易
ト
イ
レ
の
準
備

●
７
日
分
の
水
と
食
糧
の
備
蓄

－８－

ら
か
民
市

 エスコートキッズ募集

　選手と手をつないでピッチに入場しませんか？

対 象 者　市内在住の年長児
 　　（平成24年４月２日～平成25年４月１日生まれ）

募集人数　22名（各チーム11名）
　　　　　※申込み多数の場合は抽選となります。

受　　付　３月28日(水)～４月16日(月) 17時 電話受付

申込・お問合せ／生涯学習課    TEL..（282）7778

開催日　５月16日（水）

時　間　17:00開門 　19:00キックオフ　

場　所　山梨中銀スタジアム（小瀬スポーツ公園内）

試　合　2018 J2リーグ ルヴァンカップ 第６節
　　　 「ヴァンフォーレ甲府 × ジュビロ磐田」　

 ホームタウンゲーム無料招待券

　左記の試合に150組300名をご招待！

対 象 者　市内在住者
応募方法　往復ハガキでご応募ください。
　　　　　(返信ハガキで結果を通知します）
応  募  先　〒400-0492　南アルプス市鮎沢1212
                南アルプス市教育委員会　生涯学習課　宛

締　   切　４月16日(月) 必着

【往 信 文 面】「サンクスデー無料チケット希望」および

　　郵便番号、住所、氏名、電話番号を記入。

【返信宛名面】郵便番号、住所、氏名を記入し、

　　裏面は無記入のこと。

※応募は１人１通。応募者多数の場合は抽選。
　指定期間において、当選ハガキを招待券（自由席バックスタンド）
　２枚と引換えます。

ヴァンフォーレ甲府
南アルプス市サンクスデー　




